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弊社サービス部門に御連絡下さい。

エ イ コ ー 測 器 株 式 会 社

大　阪　本　社 〒550-0015　　大阪市西区南堀江1丁目18番27号
ＴＥＬ　06（6533）1801　　ＦＡＸ　06（6538）3278

⑼ 本製品の故障により、人命　又は　設備の重大な損失が予測される機械への
適用に際しては、安全装置を設置して下さい。

⑽ 本機から異臭がする、煙りが出る等　異常なときは　ただちに電源を切り、

⑺ 本機は、むやみに分解しないで下さい。　感電の恐れがあります。

⑻ 本機の内部に燃えやすい物、水、金属などが入らないように御注意下さい。
故障の原因になります。

⑸ 防爆仕様と明記してある機種以外は、防爆区域では使用できません。

⑹ 本機の電源接続部分には　　　　　　マークが貼ってあります。
通電中に触れると感電しますので充分御注意下さい。

使 用 上 の 御 注 意

この度は弊社製品をお買上げいただき誠にありがとうございます。
設置・御使用にあたり、下記点に御注意下さい。

⑴ 必ず仕様に定められた範囲の電源電圧で御使用下さい。
特に、仕様より高い電圧を接続すると発火等の恐れがあり大変危険です。
配線時は、必ず電源電圧を確認して下さい。

⑵ 電源は、指定された端子に接続して下さい。
間違えて接続すると故障することがあります。

⑶ アース端子のある機種については、必ず　Ｄ種接地（旧第３種接地）をして下さい。
アース配線をしないとケースに触れただけでも感電する恐れがあります。

⑷ 配線工事は、電気工事の専門家が行って下さい。



C500取扱説明書

MODE 

MODE 

テンションコントローラ Ｃ５００は紙、布、繊維、フィ
ルム、ゴム、金属などシート状加工材料の走行中テ
ンションを制御する機器です。

＜特徴＞
●ブレーキ・クラッチ・電空変換器・モーターを用いた巻出・フィード・巻取部の制御に対応
●テンション検出器はＬＳシリーズ及びＬＡシリーズ、いずれも接続可能
●テンションピックアップによる制御以外にダンサー制御にも対応
●ラインスピードや巻径を検出する機能を使い、柔軟な制御が可能
●豊富なＩ／Ｏを実装：パワー出力（０～２４ｖ 最大４Ａ）、４～２０ｍＡ出力、アナログ出力

デジタル出力、パルス出力、アナログ入力、デジタル入力、パルス入力

１．はじめに

１－１． 概要

従来機との互換性：

C500は、従来機 C200、C100、C20、ESP-TS、ESP-V等の
上位互換機として設計されています。

今ままで使用してきた LAシリーズの検出器や、ブレーキ・クラッチを
そのまま接続できます。
また運転信号・軸切替信号などの動きも同じになっています。

１．はじめに P3



C500取扱説明書

１－２．使用手順

②機種に応じた 「設置」と「配線」 を行います
→「３．設置」・「４．配線」 参照

③機種に応じた 「設定・調整」 を行います
→「５．調整」参照

①構成例を参考にして、使用用途（機種）を決定します
→ 「２．構成例」参照

④基材を流しながら制御定数の調整を行います
→「６．運転」参照

⑤実際の生産を行います
→「７．操作」参照

１．はじめに P4
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 [5]

アウトフィード

C500Pk 巻出

巻取
　パルス巻径検出

C500Wd

イン・アウトフィード
巻取
　電流テーパー

インフィード
 [1]

C500Ri
C500Ro
C500Di
C500Do 

[1]

テンション検出器・
ラインセンサー
ダンサーポテンショ・
ラインセンサー

 [4]

テンション検出器

テンション検出器

C500F

C500W

モーター

モーター

クラッチ

インフィード
アウトフィード

クラッチ

電空変換器

巻取
　ポテンショ巻径検出

C500P
機種

C500Wp

テンション検出器・
ラインセンサー・回転センサー
テンション検出器・
巻径検出用ポテンショ

巻出
適用箇所

テンション検出器
テンション検出器

センサー

クラッチ

アクチェータ
ブレーキ

ブレーキ・クラッチ

２．構成例

２－１．構成例と機種

C500という同一のハードウエア上で動くプログラムのパラメータを変えるこ

とにより、様々な機械構成に適したコントローラを形成します。

これらのコントローラを特定するために 「機種」 という名称を設けています。

構成例を参考にして 「機種」 を決めてください。

機種の設定、変更は [５６７] SECTION MODE にて設定してください。

２．構成例 P5
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軸切替回路

連結器 連結器

A軸 B軸

テンション

テンション

コントローラ

C500

フィード

ブレーキ ブレーキ

運転信号
軸切替信号

制御出力

旧軸原反新軸原反

２－２．巻出（ブレーキ) 機種 C500P、C500Pk

①１軸巻出
巻出軸にパウダーブレーキを設置し、制御出力でブレーキトルクを可変してテンションを制御
します。
原反繰出し途中でラインを停止し、再度スタートさせた時のテンションを安定化させるために中
間停止機能を設けています。

②２軸巻出
２軸巻出の場合、夫々の軸にブレーキを設置し、軸切替回路で制御軸を選択して各ブレーキ
に与えます。
A軸・B軸を自動的に切替えて連続運転が行われます。このとき新軸は旧軸に対して原反径が
２～１０倍程度大きくなります。
従って軸切替時には設定されたテンションを保つ制御出力に大幅な差が生じ、そのままの制
御動作では大きなテンション変動が生じることになります。この変動を抑えるために軸切替機
能を設けています。
軸切替と同時に旧軸に補助出力を与え、すみやかに旧軸を停止させることも可能です。

補助出力

③エアーブレーキ対応 機種： C500P-K

巻出軸にエアーブレーキを設置し、制御出力でブレーキトルクを可変してテンションを制御しま

す。

２．構成例 P6
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テンション

テンション

コントローラ

C500

インフィード

クラッチブレーキ

運転信号

制御出力 補助出力
モーター

ギア

メイン

２－３．フィード（ブレーキ+クラッチ) 機種 C500F

①インフィード
インフィードロールの出側テンションを入側に対して増加、減少いずれにも制御できる方式で
す。
インフィードロールにパウダーブレーキとパウダークラッチを設置し、クラッチの入力軸は、ライ
ンスピードより速いスピードで駆動します。
ブレーキにはコントローラの制御出力を、クラッチには補助出力を与えます。
全体の制御動作としては、走行中のシートに対してクラッチで速度成分をバイアス的に与え、
ブレーキでトルクを可変してテンションを制御する方式となっています。

②アウトフィード
アウトフィードロールにパウダクラッチと、パウダーブレーキを設置し、クラッチの入力軸はライ
ンスピードより速いスピード条件で駆動します。
クラッチにはコントローラの制御出力を、ブレーキには補助出力を与えます。
全体の制御動作としては、走行中のシートに対してブレーキをバイアス的に与え、クラッチ速
度成分を可変してテンションを制御する方式となっています。

[インフィードの例]

２．構成例 P7
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２－４．巻取（クラッチ)

軸切替回路

連結器 連結器

A軸 B軸

テンション

テンション

コントローラ

C500

フィード

クラッチクラッチ

運転信号
軸切替信号

制御出力

補助出力

新軸
旧軸

モーター

機種 C500W、C500Wd、C500Wp

①１軸巻取

巻取軸にパウダークラッチを設置して、その入力軸を駆動します。

コントローラからの制御出力で、パウダークラッチの連結トルクを可変して巻取テンションを制

御します。

入力軸の駆動スピードは最小巻取径（紙管径）時にラインスピードより速いスピード条件としま

②２軸巻取

巻取A,B軸にそれぞれパウダークラッチを設置して、その入力軸を駆動します。

クラッチへの入力は、コントローラからの制御出力及び補助出力を軸切替回路を介して与えま

す。

巻取軸を切る前に、軸切替回路内の助走入信号をONすると、新軸側のクラッチに補助出力

が入力され新軸は助走回転を始めます。

次に軸切替信号によって、新軸は助走出力から制御出力に切り替わり、テンション制御動作

で巻取を行います。

旧軸は制御入力が切れ、次の助走動作のため補助出力が入力できる状態となります。
③テーパーテンション

巻取時のテンション制御としては、巻取径の変化に関係なく常に一定のテンションで巻き取る

コンスタントテンション巻取と、径の増大に従ってテンションを減少させるテーパテンション巻取

とがあります。

テーパ設定器の設定により、任意のテーパ度で運転することができます。

（１）電流テーパ方式 機種： C500W

（２）パルス巻径検出型テーパ方式 機種： C500Wｄ

（３）ポテンショ巻径検出型テーパ方式 機種 C500Wｐ

ラインパルスと軸回転センサーの信号を使って巻取径を検出する方式です。

巻取径をポテンショ信号を使って検出する方式です。

テーパ方式は電流帰還方式になっており、巻き始めの制御出力を記憶しておき、ど

の程度制御出力が増加したかによってテーパを掛けます。

２．構成例 P8
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従来機種

２－５．フィード（モーター＋テンション)

テンション

テンション

コントローラ

C500

インフィード

運転信号
ニップ信号

モーター

メイン

PG

ラインスピードにテンション制御分を加算するV/T制御方式です。

ラインスピード検出はシャフトに設けたエンコーダ信号を使うか、メインモータのドライバが出

力するパルスを使用します。

機種 C500R

ラインパルス

ドライバー

指令

（１）モータ単独駆動方式

メインロールとシャフトで連結されたフィードロールを、ディファレンシャルギアとパイロットモー

タを使って変速させる方式です。

（２）デフ駆動方式 [4]

テンション

テンション

コントローラ

C500

インフィード

運転信号
ニップ信号

モーター

メイン

ドライバー

指令

Ｇ Ｇ

２．構成例 P9
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２－６．フィード（モータ＋ダンサー) [1]

ダンサー

テンション

コントローラ

C500

インフィード

運転信号
ニップ信号

モーター

メイン

PG

PT

機種 C500D

①ラインスピードにダンサー制御分を加算するV/D制御方式です。

ラインスピード検出はシャフトに設けたエンコーダ信号を使うか、メインモータのドライバが出

力するパルスを使用します。

インフィードはダンサーが張った際にロール速度を速めます。

アウトフィードはダンサーが張った際にロール速度を遅くします。

電空変換器

版胴周長設定

ドライバー

指令

サーボON

ラインパルス

②ダンサー用電空変換器への指令を出せます。

パネルのAUTOｷｰから目標テンションを設定すると、それに応じた指令が電空変換器に加わ

ります。

③版胴周長設定ができます。

グラビア印刷機などのメインロール（版胴）の周長が変わる機械に対応します。

版胴円周長はパネルからｷｰ操作で設定する以外に、外部からアナログ信号で設定すること

もできます。

④ドライバーのサーボON信号を出力できます。

２．構成例 P10
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（１）パネルカット寸法・壁面とのスペース

連続して並べる場合、縦方向・横方向
に隙間を設けて配置してください。

また壁面にも隙間を設けて下さい。[5]

５０

（２）取り付け

付属の取付金具を用いてパネルに取り
付けます。

１９２

１
５

２

取付金具

３．設置

（４）据え置きの場合

放熱用の通風路を設けるため、
設置面と底面に必ず隙間を設け、
底面の通気口をふさがないよう
に設置します。

最小２０ｍｍ

５
０

最大８ｍｍ

５０

（３）側面のスペース

左右の側面には通気の為のス
ペースを設けてください。

上面

５０

５
０

５０

３．設置 P11
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４．配線

（１）電源

2

1

3

AC85～264v

（２）ブレーキ・クラッチ

5

4
ブレーキ・クラッチ

制御側

7

6
ブレーキ・クラッチ

補助側

配線はM3圧着端子を使用し、端子の締め付けトルクは０．５～０．８N・ｍとし、

確実に締め付けて下さい。

消費電力
C500PFW：200VA
C500R,D：20VA

＋側

＋側

－側

－側

＋側をコモン線として配線することができます。

裏パネルに赤色丸シールが貼られて本体内にバリスタが内蔵されているタイプは

上図の位置にバリスタが取り付けられています。[5]

0～24v, 

4A/max

0～12v, 

2A/max

電源部のアース線は
必ず接地してください

AC

AC

アース

４－１．配線内容の説明

ブレーキ・クラッチを接続します。
制御出力側は、電圧範囲 ０～２４ｖ、 電流範囲 ０～４Ａの物が使用できます。
補助出力側は、電圧範囲 ０～１２ｖ、 電流範囲 ０～２Ａの物が使用できます。

フ
ェ
ラ
イ
ト
コ
ア

フ
ェ
ラ
イ
ト
コ
ア

フ
ェ
ラ
イ
ト
コ
ア

ノイズによる誤動作を防止するため、電源ライン、ブレーキ・クラッチラ

イン、電圧出力ライン、４～２０ｍA出力ライン、パルス入力ラインなど

使用する入出力部分にフェライトコアを取り付けて下さい。 [5]

大型のタイプを３個添付しています。

電線をコア内に３ターン巻いて取り付けます。

フ
ェ
ラ
イ
ト
コ
ア

3 アース

４．配線 P12
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9

8

10

12

11

13

15

14

16

61

65

12～24v

信号入力には１２～２４ｖの外部電源が必要です。
用意できない場合は端子台[61] [65]から出力している１２ｖ電源を使用できます

（３）制御信号入力

DI1

DI3

DI4

DI5

DI6

DI8

入力コモン

DI2

フォトカプラ入力

DI7

DI-COM

PI2-12V

PI2-0V

4.7KΩ

４．配線 P13
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ライト側

18

17

19

20

21

23

22

24

25

レフト側

●LS型検出器の場合

●LA型検出器の場合

③ 黒

① 赤

② 白

+EXC 赤

-SIG 黒

-EXC 白

+SIG 緑

+EXC 赤

-SIG 黒

-EXC 白

+SIG 緑

シールド線

シールド線

③ 黒

① 赤

② 白

テンション検出器との配線、心線は０．７５ｓｑ（ＡＷＧ１８）を使い、LA型は３芯シールド線を、
LS型は４芯シールド線を使用し、シールド部分は２１番端子に接続して下さい。

検出器との配線長が５０ｍを超える場合は弊社にお問い合わせ下さい。

テンション検出器に応じてスイッチSW1のセットも必要です。

裏パネルに赤色丸シールが貼られて本体内にバリスタが内蔵されているタイプは
上図の位置にバリスタが取り付けられています。[5]

18

17

19

20

21

23

22

24

25

（４）テンション検出器

①テンション検出器の接続

TP-OSC1

TP-OSC2

TPL-SIG-

TPL-SIG+

TP-OSC1

TP-OSC2

TPR-SIG-

TPR-SIG+

ライト側

レフト側

TP-OSC1

TP-OSC2

TPL-SIG-

TPL-SIG+

TP-OSC1

TP-OSC2

TPR-SIG-

TPR-SIG+

注意！
線色が従来の赤・白・黒の順番と違います

４．配線 P14
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ON LA LA
OFF LS LS

LEFT RIGHT
BIT 1 2 3 4

内部

LEFT
BIT 5 6

OFF 外部
ON

裏パネルの下側に、テンション検出器のタイプに応じて切替えるスイッチがあります。
LS型はOFF、 LA型はON側にスイッチをセットして下さい。
尚、LEFTとRIGHTは同じ設定として下さい。

SW1のBit５と６は外部テンションメータを使用する場合に使います。
通常は内部のテンションアンプを使うので、スイッチはONしています。
外部からテンション信号を入力する場合にはOFFにします。

②テンション検出器の選択スイッチ SW１(Bit1～4)

SW1

③外部のテンションメータを使う SW１(Bit5～6)

外部からのテンション信号はアナログ信号入力のCH5にレフト側を、CH6にライト
側を接続します。
トータル信号だけの場合はCH5とCH6にそれぞれ並列に接続します。
尚、信号レベルは5v/fsです。

SW2

裏面
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OFF 電流

CH1
BIT
ON 電圧

1 32 4
CH2

従来機種

電圧

電流 電流

CH3 CH4

電圧 電圧

電流

②電圧出力

裏パネルのSW2により電圧と電流を選択します。
出力を電圧出力として使用する場合はスイッチをON、電流
出力として使用する場合はOFFします。

26

28

27

29

（５）アナログ出力
アナログ出力の内、CH1～４は電圧出力と電流出力を選べます。
電流出力は抵抗を介して出力する方式です。

30

CH1

CH2

CH3

CH4

10KΩ

Bit1

Bit2

Bit3

Bit4

31

32

33

CH5

CH6

34

35

CH7

36

37

CH8

CH5～８には電圧信号が出力されます。
CH5と6は４～２０mA出力と同じ指令を使っています。
CH7と８はブレーキ・クラッチ出力と同じ指令を使っています。
出力指令のモニターとして利用できます。
また、４～２０mA出力やブレーキ・クラッチ出力を使わない場合は、電圧出力として別用途に
使用できます。

アナログコモン

アナログコモン

アナログコモン

アナログコモン

DA-CH1

DA-CH2

DA-CH3

DA-CH4

DA-CH5

DA-CH6

DA-CH7

DA-CH8フ
ェ
ラ
イ
ト
コ
ア

フ
ェ
ラ
イ
ト
コ
ア
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③４～２０ｍA出力

38

39

40

41

４～２０ｍA出力が２チャンネル分あります。
尚、指令電圧はアナログ出力のCH5とCH6と共通になっています。

４～２０ｍA
電流出力 CH1

４～２０ｍA
電流出力 CH2

（６）アナログ入力

44

45

46

47

48

49

アナログ入力はCH1～CH6の６チャネルあります。
入力インピーダンスは100KΩです。
この内、CH5とCH6はテンション信号の取り込みに使われています。

[42]番から 外部接続電源用として５ｖ電圧が出力されており、ボリューム等を外付けする場
合に使用できます。
使用できるボリュームの抵抗値は2KΩを最小値としてください。

42

43

外部接続電源

+側

-側

+側

-側

アナログコモン

注意： -側はアナログコモンに直接つながってはいません。

4to20-CH1-P

4to20-CH1-N

4to20-CH2-P

4to20-CH2-N

AD-CH1

AD-CH2

AD-CH3

AD-CH4

AD-CH5

AD-CH6

DAN-5V

フ
ェ
ラ
イ
ト
コ
ア

フ
ェ
ラ
イ
ト
コ
ア
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（７）デジタル出力

54

55

56

57

58

59

デジタル出力が８点

あります。

駆動できる負荷は

電流が最大１００ｍ

A、電圧は最大２４ｖ

です。

52

53

60

53

54

55

56

57

58

59

12～24v

負荷

（８）パルス入力（オープンコレクタタイプ）

オープンコレクタ仕様のエン
コーダを接続します。

センサー用として＋１２ｖ電源が
出力されていますが、電流容量
は最大８０ｍAです。

消費電流が超える場合は、外
部電源を用意してください。

61

62

63

64

65

エンコーダ

オープン
コレクタ

出力

+12v

A相

B相

Z相

+0v

66

67

68

69

+12v

A軸

B軸

+0v

回転
センサー

オープン
コレクタ

出力

DO1

デジタル出力

DO3

DO4

DO5

DO6

DO7

DO8

出力コモン

DO2

DO-COM

PI2-12V

PI2A

PI2B

PI2Z

PI2-0V

PI3-12V

PI3A

PI3B

PI3-0V

（９）回転センサー入力（オープンコレクタタイプ）

オープンコレクタ仕様の回転セ
ンサーを接続します。

センサー用として６６番端子か
ら＋１２ｖ電源が出力されていま
すが、電流容量は最大８０ｍA
です。

消費電流が超える場合は、６６
番端子からでなく１２ｖの外部電
源を用意してください。[5]

フ
ェ
ラ
イ
ト
コ
ア

４．配線 P18



C500取扱説明書

（１０）パルス出力

オープンコレクタ仕様のパルス出力が１チャネルあります。
駆動できる負荷電流は最大１０ｍAで、印加電圧は５ｖです。

54

70

71

負荷

5472

73

5v
+5v

+0v

（１１）パルス入力（ラインドライバタイプ）

ラインドライバ仕様のエンコーダを接続します。

74

75

76

77

78

エンコーダ

ライン
ドライバ

出力

A相+

A相-

B相+

B相-

Z相+

79
Z相-

CW

CCW

PI1A+

PI1A-

PI1B+

PI1B-

PI1Z+

PI1Z-

PO1-5V

PO1A

PO1B

PO1-0V
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４－２．ノイズ対策

ノイズに対する耐性向上のため裏面にノイズフィルタを外付けしています。

また電源線等にフェライトコアの取り付けをお願いしています。

梱包箱に同梱しているフェライトコア ＺＣＡＴ３０３５－１３３０（ＴＤＫ製） ３個を

下記を参照して裏面端子台部分に取り付けて下さい。

フェライトコアの巻ターン数はコア内に収まる線数で制限されます、

多い方が良いのですが、1ターンでも効果はあります。

更にバリスタが内蔵されたタイプは識別用に赤丸シールが貼ってあります。

①電源線及びアース線への取り付け

ノイズフィルタに配線される電源線とアース線にフェライトコアを取り付けます。

電源線とアース線を一緒にしてループ状に巻きコアでクランプして固定します。

巻数は３ターン（コア内を３回通す）が理想的です。

コアを閉じるときは電線を挟まない様に注意して隙間が無いようにパチンと閉じます。

②制御対象がブレーキ クラッチの場合

端子台の４－５番間線、６－７番間線について取り付けます。

フェライトコア

制御出力線

電源線・

アース線

補助出力線

ノイズフィルタ

ブレーキ クラッチの場合

③制御出力が０～１０ｖ電圧指令で制御対象がモータードライバの場合

端子台の３４－３５番間線について処理します。

使用しない補助出力側３６－３７番間は取付不要です。

補助出力用の物を６１番～６５番のエンコーダ入力部に使用します。

④制御出力が４～２０ｍＡ電流指令で制御対象が電空変換器の場合

端子台の３８－３９番間線、４０－４１番間線について処理します。

補助出力側４０－４１番間を使っていない場合は取り付け不要です。

⑤既設機からC500に置換える際など

配線長が足りない場合に備え、

予め端子台に電線を取り付けた

フェライトコアセットを用意しています。

端子台はＣ５００のケースに固定金具を

共締めして固定します。

端子台の５－E，６－E，７－E番間に

フェライトコアセット

固定金具

バリスタ内蔵タイプを示す

赤丸シール

バリスタ

補助出力を使わない場合は、そのフェライトコアを

６１番～６５番のエンコーダ入力部に使用します。
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５－１．パネルの操作方法

５．調整

P GAIN SET
531          000%

I ACCEL TIME SET
538       010.0sec

▲▼

ACCEL LEVEL SET
537           005%

PID1 SET
53

PID CALC. DISPLAY
52

SYSTEM MONITOR
51

▲▼

I GAIN SET
532           100%

▲▼

PID2 SET
54

▲▼

制御レベル設定

モニターMONITOR

1  C500W 1.00

HARDWARE CHECK
6

▲▼

＊

SYSTEM SET
5

LEVEL SET
2

▲▼

←

システムレベル設定

ハードウエアチェック

＊

←

中分類項 小分類項大分類項
（5.SYSTEM SETの場合）

（53.PID1 SETの場合）

（２）表示の切替操作

画面は大中小の３分類で構成され、大分類の１項目の中に中分類が含まれ、その

中に更に小分類があるという階層構造になっています。

それぞれの画面は画面番号によって特定されます。

[▲] [▼]キーにより各分類内の画面の選択を行います。

[←] [＊]キーにより分類間の移動を行います。

①電源投入時の表示

②画面の構成

調整はパネル面の液晶表示器と設定キーを使って行います。

電源投入時に画面番号[１]モニターが表示されます。

C500の後に添え字が付き、現在の使用状態が確認できます。

更に実装されているプログラムのバージョンが表示されます。

MONITOR
1    C500W  V1.00

（１）電源投入

MODE ←▲ ▼ ＊

裏面に設けられた電源スイッチを投入して下さい。
スイッチノブ内のランプが点灯します。

このスイッチは保守作業時に使用します。本機は操
作パネルに組み込んで使用することを想定している
ため日常的に操作する電源スイッチは用意されてい

電源ランプ

初期のモデルにはこの部分にランプを内蔵した電源スイッチを

付けた物があります。 [5]

電源スイッチ
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MODE 

MODE 

MODE 

[←]キー押して１位桁を点滅させ設

定変更を指示する

補助出力レベル設定画面を開く
AUX. LEVEL SET
211          020 %

AUX. LEVEL SET
211          030 %

AUX. LEVEL SET
211          020 %

AUX. LEVEL SET
211          020 %

[▲]キー押すと１０位の値が

１増加する。

補助出力レベル設定の例

←

←

再度[←]キー押して１０位桁を点

滅させる

▲

[←]キーと[▲]キーと[▼]キーを使

い必要な値になるよう変更する

AUX. LEVEL SET
211          030 %

＊

[＊]キー押して変更した値を登録す

る

（３）設定値変更方法

画面は大別すると、設定項目・表示項目・操作項目に分かれます。

設定項目の値は以下の手順で変更ができます。

AUTO SCALE LEVEL
461          999

対処： ４１１・４２１・４３１・４４１・４５１等のテンション調整に関係した画面を表示することで

２飛び状態から復旧します。

しかし何れの画面でも誤って調整を実行してしまうと大変ですので、

通常は使われることのない 「4７1 DZ START->PUSH*」 ダンサーゼロ調整実行の画面を

表示して下さい。 実行操作は不要です、画面を表示すると ２飛び状態から復旧します。

DZ START->PUSH*
471          000

【注意】 ２飛び異常の発生と復旧方法について [5]

設定値を変更する際に ▲▼キーを操作しても、値が１ずつではなく２ずつ増減してしまい、

目的の数値に合わせられない異常です。

電源を再投入すると復旧できますが、運転中などで電源を落とせない場合は次の手順で

復旧させて下さい。

原因： 「461 AUTO SCALE LEVEL」 オートスケール調整目標テンションの設定画面を

表示すると、その後は ２飛び異常の状態に陥ってしまいます。
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設定には 液晶表示器から入力する項目の他に、パネル面の△▽キーを使って

設定値を変更する項目があります。

①自動テンション設定値 ・・・ ＡＵＴＯキー操作による
②手動テンション設定値 ・・・ ＭＡＮＵキー操作による

③自動制御と手動制御の切替 ・・・ Ａ／Ｍキー操作による
④制御出力入り切りの切替 ・・・ ＯＵＴＰＵＴキー操作による

⑤テーパー設定値等 ・・・ 多目的キー操作による

これらの設定値を登録するタイミングを選択します。

バージョンにより内容が異なります。[3]

Ver1.1*までは、[568]MAN KEY OPE MODE の10位桁の設定により選択します。

・10位が０： 運転信号がＯＮからＯＦＦするタイミングで自動登録
・10位が１： パネル面の[*]キーを押して登録

Ver2.1*からは、[56B]PANEL DATA SAVE の設定により選択します。
・０： 運転信号がＯＮからＯＦＦするタイミングで自動登録

・１： パネル面の[*]キーを押して登録

通常は運転信号の変化による自動登録が便利です。

運転信号を入れっぱなしで使うような場合は自動登録ができません。
自動登録の機能が使えない場合は、[*]キーによる登録として下さい。

（４）パネルからの操作によって変化する項目の登録
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C５００Di × × ○ × ○

C５００Do × × ○ × ○

C５００W ○ ○ × × ×

C５００Wp ○ ○ × × ○

C５００Wd ○ ○ ○ ○ ×

C５００Ro ○ × ○ × ×

C５００Ri ○ × ○ × ×

C５００Ｐk ○ × × × × × ○

C５００F ○ ○ × × × × ×

機種
軸回転

センサー
ダンサー モータ指令 電空指令

C５００Ｐ ○ ○ × × × × ×

テンション
検出器

ブレーキ
容量

ライン
スピード検出

○ ○

○ ×

○ ○

× ×

○ ×

× ×

× ×

５－２．「機種」に応じた設定と調整 [3]

機種に応じたパラメータの設定を行います。
「９．設定表」に機種毎の一般的な設定値を載せてありますので
参考に行ってください。

注意！

設定値を全て初期化する [566]UNIT RESET!!  が用意されています。

コントローラの使用箇所を変えるような大きな変更をする場合は、

変更前の影響を無くすために、初期化を実行した後にパラメータの

設定を行ってください。

（１）設定

（２）機種に応じた調整箇所 [4]

設定を行った後に調整を行います。
調整箇所は機種によって違いますので、下記表を参考に必要な
箇所の調整を行います。
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ライトゼロ
調整

411

レフトゼロ
調整

421

電子ボリューム
初期化

451

422

442

441レフトスケール
調整

432

DP INIT PUSH*

452 DP INITIALIZE

従来機種

RZ START->PUSH*

調整項目 画面表示内容

412 RZ STOP->PUSH*

LZ STOP->PUSH*

LZ START->PUSH*

LS STOP->PUSH*

LS START->PUSH*

RS STOP->PUSH*

RS START->PUSH*431ライトスケール
調整

５－３．テンション検出器の調整

キャリブレーションはゼロ調整とスケール調整

をライト側、レフト側について、それぞれ行い

ます。

テンション検出器： LA1F
フルスケール： ３００N
使用スタイル： 両持両側検出
テンション出力： 制御に使用 [4]

出力電圧 5v/fs
オートスケール荷重： ２００N

[461] オートスケール容量 ＝ ２００

[563] 使用スタイル ＝ 0 （両持両側検出）

[571] 少数点 ＝ 0 （***）

[572] フルスケール ＝ ３００ （N)

[576] 表示単位 ＝０ (N)

[577] アナログ出力内容 ＝０（ﾄｰﾀﾙﾃﾝｼｮﾝ）

[578] アナログ出力レベル ＝ ５ (V)  [5]

[579] ゲイン切替 ＝ １１（LA型の標準値）

[57A] 検出器タイプ ＝ ０（LA型）

[SW1] 全ビットON（LA型）

LA-1Fを使った両持仕様の場合

[461]AUTO SCALE LEVEL  
オートスケール調整する際に吊るすウエイトの重量をセットします

[563]SENSOR MODE (0：両持両側 1：両持片側R 2：両持片側L 3：片持R 4：片持L)
テンション検出器の検出スタイルをセットします

[571]TP CAP. FORM SET  (0：*** 1：**.* 2：*.**)
テンション表示の少数点の表示位置をセットします

[572]TP CAPACITY  
テンション検出器のフルスケールをセットします

[573]TEN. OUTPUT CHECK  
アナログ出力端子の動作を確認するための項目です
フルスケールに相当する値をセットするとDA-CH1,CH2,CH3,CH4から

0～10vの電圧が出力されます
[574]AVE. CYCLE SET   (CYCLE)

テンション表示の応答を平均化回数でセットします
[575]TP OUT AVE.CYCLE (cycyle)

テンションをアナログ出力する際の応答を移動平均回数でセット
[576]TENSION UNIT SET   (0：N 1:x10N  2:KN)

テンション表示の単位
[577]DACH4321 OUTSET   (0：テンション平均値、１：テンション設定値、

2：設定テーパーテンション、3：加圧力出力、4：テンション生信号、
5：ダンサー生信号、6：レフト平均値、7：ライト平均値)

DA-CH1～CH4にアナログ信号で出力する項目を選択します
1000位：CH4、100位：CH3、10位：CH2、１位：CH1が対応します。

[578]DA CH4321 SCALE (V)
テンションをアナログ出力する際の出力レベル、10.00Vが10v/fsに相当します [5]

CH1～CH4全て同じスケールで出力されます。
[579]TP GAIN SWITCH  (0:x1, 1:x3.4, 2:x5.6, 3:x7.9)

テンションアンプゲイン切替スイッチ、２桁数値で10位がレフト側、1位がライト側です
LA型は 11、LS型は 00 が標準値です。

設定項目の説明 [2]

校正時の操作項目
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テンション検出ロールに対する検出器の取り付け方法を選択します
０：両持両側検出 ・・・ 両持の検出ロールで両側に検出器を設けるスタイル
１：両持片側検出(R) ・・・ 両持検出ロールでライト側だけに検出器を設けるスタイル
２：両持片側検出(L) ・・・ 両持検出ロールでレフト側だけに検出器を設けるスタイル
３：片持検出(R) ・・・ 片持検出ロールでライト側だけ使用するスタイル

[検出スタイルとは]

両持両側検出

両持片側検出
ライト側・ レフト側いずれも
使用可能検出器

検出器 検出器

検出器

片持検出
ライト側・ レフト側いずれも
使用可能

[テンション表示について]

３桁の数値表示器を使ってテンションを表示しています。
テンション検出器フルスケールが ９９９の場合、表示精度は １/９９９になります。
一般的に表示精度を高くすると最小桁の変動が激しくなり実用的でなくなります。
フルスケールが３００を超える場合、 １/１０した値をフルスケールとしてセットして下さい。

例） ５００N → ５０ x10N ・・・ ５０をセットします
応答は[574]AVE.CYCLE SETに設定します。

[テンションアナログ出力について]

テンション信号はDA-CH1～CH4よりトータル・レフト・ライトを別々に出力できます。
[577]DA-CH4321 OUTSET項により出力内容をセットします。
例）CH1からトータルを、CH2からレフトを、CH3からライトを出力する場合

[577]項には 0760をセットします。
出力スケールは全チャネル共通、[578]DA CH4321 SCALEで設定します。
応答は[575]TP OUT AVE.CYCLEにより調整できます。
DA-CH1～CH4はスイッチSW2により電流出力にすることも可能です。
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MODE 

LA型テンション検出器を使用する場合のみ、ゼロ粗調整を行ってください。
ＬＳ型の場合は不要です。

LA型はゼロ点を大きくずらせるように、ゼロ粗調整ボリュームを設けてあります。

予め、ゼロ調整を行う前に、テンション値がゼロ近傍になるように、ゼロ粗調整を行って下

さい。

まず電子ボリュームを初期化してセンター位置に合わせます。

レフト粗調整
ボリューム

ライト粗調整
ボリューム

裏面

SW1とSW2の設

定も忘れずに！

[←]キーを押して初期化を指示する。

DP INIT PUSH*
451                  START

DP INITIALIZE
452                  END !

←

＊

電子ボリューム初期化を開く

[＊]キーを押して初期化を開始する。

初期化が完了すると END!と表示される

レフト側、ライト側夫々について、粗調整ボリュームを回して、テンション

表示[112]と[113]がゼロ近傍になるように調整します。

＊ [＊]キーを押して終了を確認する [5]

（２）ゼロ粗調整

＊ [＊]キーを押して戻ります
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MODE 

MODE 

MODE 

MODE 

[←]キーを押してゼロ調整を指示す

RZ START->PUSH*
411          012 N

RZ STOP->PUSH*
412          001 N

ゼロ表示になったことを確認して、

[＊]キーを押して終了させる

ライト側ゼロ調整の場合

←

＊

＊

ライト側ゼロ調整画面を開く

（３）ゼロ調整

ゼロ調整は検出器にテンションが掛からない状態で行います

（４）スケール調整

スケール調整はゼロ調整が終わってから行って下さい。
[461]AUTO SCALE LEVELに吊るすウエイトの重量をセットします。

[←]キーを押してスケール調整を指

RS START->PUSH*
431          040 N

RS STOP->PUSH*
432          049 N

ライト側スケール調整の例
目標値=５０

←

＊

＊

ライト側スケール調整画面を開く

RZ START->PUSH*
411          000 N

[＊]キーを押してゼロ調整を開始する。

RS START->PUSH*
431          050 N

目標値になったことを確認して、[＊]

キーを押してスケール調整を終了さ

[＊]キーを押してスケール調整を開始

表示値が徐々にゼロに近づいて行く。

表示値が徐々に目標値に近づいて行

く。
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 [5] 丈夫なテープ又はロープ（伸縮性の小さなもの）を用い、テンション検出ローラに
ウエイトを掛けます。この時テンション検出ローラと前後のローラには、シートと同じ
パスで掛けて下さい。
使用するウエイトは、なるべく常用テンション値と同程度にして下さい。
ウエイトが使用できない場合は、バネ秤等を使用して下さい。

[ウエイト]

LA型
検出器

テンション検出ローラ

スケール調整の目標値は、[461]AUTO SCALE LEVELの設定値と、検出器の使用
スタイルで決まります。
両持両側検出： [461]項の半分の値
両持片側検出： [461]項の半分の値
片持検出： [461]項の値

例）両持両側検出で 200N (20Kg)のウエイトを吊るした場合の目標値は100Nになり
ます

スケール調整でテンション表示が目標に近づくけれど到達しない場合はアンプゲインが不足
しています、ゲイン切替スイッチ[579]の設定を１つ高めて下さい。

逆にテンション表示が目標まで下がりきらない場合はアンプゲインが高すぎますので、ゲイン
切替スイッチ[579]の設定を１つ低くして下さい。

尚、ゲイン切替スイッチの設定を変えるとゼロ点が大きくずれますので、再度ゼロ調整から
行ってください。

[目標に到達しない場合]

[スケール調整の目標値とは]

両持両側検出の例
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MODE 

MODE 

MODE 

MODE 

MODE 

５－４．ブレーキ・クラッチ負荷容量の測定

自動的に負荷容量の測定が始り画
面内の数値が順次増加します。
調整が完了すると数値の変化が止
まります。

PA START->PUSH*
581         

PA MEASURE
582          080%

＊

（１）制御出力側
調整は出力端子に負荷が接続された状態で行います

（２）補助出力側

ブレーキ・クラッチに必要な供給電流を自動的に求め、負荷容量を設定します。
C500Pk・C500R・C500Dはブレーキ・クラッチを使いませんので設定不要です。[5]

PB START->PUSH*
591         

PB MEASURE
592          080%

PA POW. GAIN SET
58

自動測定がうまく働かない場合は手動でセットしてください。
２４ｖ ４Ａ負荷は100%、 ２４ｖ ２Ａ負荷は50%をセットします。

関連する設定項目
[583]PA GAIN SET  制御出力側の負荷容量の手動設定 (%)
[593]PB GAIN SET  補助出力側の負荷容量の手動設定 (%)

[←]キーを押して制御出力調整画

面を開きます
←

再度[←]キーを押してスケール調
整の実行を指示すると数値内で
カーソルが点滅します

←

[*]キーを押して測定を開始します

＊

[*]キーを押すと結果を登録した後、

画面が中分類に戻ります。

PB POW. GAIN SET
59

[←]キーを押して補助出力調整画

面を開きます←

＊

再度[←]キーを押してスケール調
整の実行を指示すると数値内で
カーソルが点滅します←

[*]キーを押して測定を開始します

自動的に負荷容量の測定が始り画
面内の数値が順次増加します。
調整が完了すると数値の変化が止
まります。

＊ [*]キーを押すと結果を登録した後、

画面が中分類に戻ります。
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MODE 

MODE 

５－５．ラインスピード検出の調整

制御にラインスピードを使う場合は設定が必要です。

①[5A1] LINE PULSEに ラインが１ｍ進む間の入力パルス数をセットします。

②[5B7] LINE STYLE SETにエンコーダ仕様をセットします。

１位： A相のみ使う場合は０、AB相を共に使う場合は１をセットします。

１０位： オープンコレクタ仕様の場合は０、ラインドライバ仕様の場合は１をセットします。

外部端子台の接続番号も違いますので注意してください。

③[5B4]MAX LINE SPEEDに機械の最高ライン速度をセットします。

④実際にラインを動かし [117]LINE SPEEDに表示される速度が実際に近いことを確認します。

⑤[5B5]SPEED AVE. COUNT  ラインスピード平均化回数 (cycle)の値を変えることで表示を安

５－６．軸回転センサーの調整

制御に回転パルスを使う場合は設定が必要です。

軸の回転を検出するために、以下の方法をサポートしています

・近接センサーを用い、軸１回転でセンサーを１回ON・OFFさせる方法

・軸に歯車が付いている場合は、近接センサーで歯数を検出させて精度を高める方法

・軸にエンコーダ（パルス数の少ないタイプ）を取り付ける方法

①[5A3] Z SIG COUNTに 軸が１回転する間の入力パルス数をセットします。

②[5A4] Z SIG CHECKにパルスのチェック方法をセットします
近接センサーなど信号がONしている期間が長いものは １をセットします。

エンコーダなど信号がONしている期間が短いものは ０をセットします。
③[5A5]VALID DIA LEVELに前回と今回の有効とする差分をセットします。

④実際に軸を回して [515]REAL DIAに表示される径が実際に近いことを確認します。

更に[118] AVERAGE DIAに表示される平均化した径が安定していることを確認します。
[5A2] DIA AVE CYCLEに径の平均化回数で変動幅が変わります。

平均化回数は出来るだけ少ない方が実径に近くなります。
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MODE 

MODE 

MODE 

MODE 

５－７．ダンサーの調整

[←]キーを押してゼロ調整を指示す

DZ START->PUSH*
471          012 %

DZ START->PUSH*
471          000 %

DZ STOP->PUSH*
472          012 %

DZ START->PUSH*
471          012 %

[＊]キーを押してゼロ調整を開始する

と表示値が徐々にゼロに近づいて行く

ゼロ表示になったことを
確認した後に再度[＊]キーを押して終了する

←

＊

＊

ゼロ調整画面を開く

（１）ゼロ調整
ゼロ調整はダンサーが最も弛んだ状
態にして行います。

（２）スケール調整

スケール調整はゼロ調整が終わって
から行って下さい。

[←]キーを押してスケール調整を指

DS START->PUSH*
481          075 %

DS START->PUSH*
481          100 %

DS STOP->PUSH*
482          083 %

DS START->PUSH*
481          075 %

[＊]キーを押してスケール調整を開始すると

表示値が徐々に１００％に近づいて行く

目標値になったことを
確認した後に再度[＊]キーを押して終
了する

←

＊

＊

スケール調整画面を開く

スケール調整はダンサーが最も張った
状態にして行います

関連する設定項目
電子ボリュームの値は[652]項及び[653]項で確認できます。
[652]DANCER ZERO DP  ダンサーゼロ調整用電子ボリューム (div)
[653]DANCER SCALE DP  ダンサースケール調整用電子ボリューム (div)

[567]SECTION MODEをC500Wp、C500Di、C500Doに
セットした場合にダンサー調整が必要になります。
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５－８．モータ指令電圧の調整

モータを使用する場合は、指令電圧の調整が必要です。

①機械最高速度でのモータ回転速度を確認する
機械が最高速度100m/minで走行したとき、モータは 1914rpmで回転するものとします。

②モータの定格回転を確認する
ドライバの仕様より 2000rpmで回転した時の指令電圧を 10vとします。

③モータ指令電圧を求める
機械最高速度での指令電圧は 1914(rpm)/2000(rpm) x 10(v) =9.57(v) となります。
[5B3]DRIVER SCALEは 10vで100%なので 96%をセットします。

④実際に基材を流して確認します
この確認をするには、ラインスピード検出の調整が完了している必要があります。
検出されたラインスピードに応じてモータが回転することを確認します。

関連する設定項目
[5B3]DRIVER SCALE  最高速でのドライバ入力[10vが100%] (%)

５－９．デジタル入出力信号の確認

外部制御信号の状態を[631]DI CHK 87654321  の表示で確認できます。

強制的に制御信号の状態を変更することができます。

（０：強制ＯＦＦ、１：強制ＯＮ、２：外部入力状態）

[632]SS SIGNAL  運転信号
[633]INCHING SIGNAL  寸動信号

[634]INC. SPEED SIGNAL  増速補正信号
[635]DEC. SPEED SIGNAL  減速補正信号

[636]RESET SIGNAL  リセット信号
[637]CHANGE SIGNAL  軸切替信号

[638]EXT8PIN SIGNAL  １５番端子信号
[639]DI8 SIGNAL 予備

出力する制御信号の状態を [671]OUT CHK 87654321により確認できます。[3]

強制的に制御信号の状態を変更することができます。
（０：強制ＯＦＦ、１：強制ＯＮ、２：内部出力状態）

[672]SERVO ON SIGNALサーボON信号
[673]DO2 SIGNAL

～
[679]DO8 SIGNAL
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５－１０．ダンサー用電空変換器への出力調整 [3]

ダンサー制御C500Di、C500Doでダンサー用電空変換器への出力をパネルの
AUTOｷｰにより設定できるようにします。
[572] TP CAPACITYに テンション最高値をセットします。
シリンダー径等から最大テンションを掛けた際に必要な電流値を計算により求め
[57C] E/A SCALE SETにセットします。

設定例：
インフィードテンション 300N/FSの場合、[572] TP CAPACITYに300をセットします。
300Nのテンションを発生させるのに必要なエアー圧力が電空変換器の出力圧の
50%だった場合、[57C]E/A SCALE SETに50.0をセットします。
これでパネルのAUTOｷｰで300Nを設定すると電空変換器に50%に相当する (20-
4)/2+4=12mAが印加されます。

５－１１．アナログ信号によるパネル設定値の変更 [3]

外部からのアナログ信号により、パネル面のＡＵＴＯキー・ＭＡＮＵキー・多目的キー

に代わって設定を変更できます。

[56A]AMT 0：KEY、1-4：AD の３桁数値により機能をセットします。

AUTOｷｰは１００位に、MANUｷｰは１０位に、TAPERｷｰは１位に割り当てられていま

す。それぞれの桁に０～４の数値をセットします。
０：パネルｷｰによる設定
１：AD CH1

２：AD CH2
３：AD CH3

４：AD CH4

この機能はC500P～C500Doのいずれの制御モードでも使えます。
尚、ダンサー制御の場合、ポテンショからの入力はAD CH1からの固定になってい
ます。

設定例：

版胴円周長はパネルの多目的ｷｰ（TAPER）で設定します。
０が０ｍｍ、９９９が９９９ｍｍに相当します。

５－１２．電空変換器への指令 [5]

電空変換器への制御出力指令は端子台[38]と[39]番から、補助出力指令は端子台
[40]と[41]から出力されます。 何れも出力が0%で4mA、100%で20mAが出力するよう
設定されていますので調整しなければいけない箇所はありません。
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６．運転

６－１．共通内容

（１）PID調整項目

①C500P・C500F・C500WのPID調整用に下記項目が用意されています。

[531]P GAIN SET 比例成分ゲイン設定 (%)

[532]I GAIN SET  積分成分ゲイン設定 (%)

[533]I TIME SET  積分時間設定 (sec)

[534]D GAIN SET  微分ゲイン設定 (%)

[535]D TIME SET  微分時間設定 (sec)

[536]ERROR GAIN SET  偏差成分ゲイン設定 (%)

[537]ACCSEL LEVEL SET  アクセルレベル設定 (%)

[538]I ACCEL TIME SET  アクセル時の積分時間設定 (sec)

[541]OUTPUT BIAS SET  出力バイアス設定 (%)

[542]DEAD ZOON SET  不感帯設定 (FSの±N％)

[543]INC. I TIME SET 増速補正時積分時間設定 (sec)

[544]DEC.I TIME SET 減速補正時積分時間設定 (sec)

②C500R・C500Dは更に下記項目があります。

[5B1]V/T FS GAIN  最高速度における制御のゲイン (%)

[5B2]V/T ZS GAIN  最低速度における制御のゲイン (%)

（２）その他

[568] MAN KEY OPE MODE MANｷｰによる操作内容は使い方で変わります。 [5]

一般的には４をセットして、STARTとREADYをMANレベルと同じ値にして使用します。

巻取で使用する場合は２をセットして、MANキーにより補助出力を調整する使い方もありま

す。
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６－２．巻出し C500P

ライン
スピード

制御
出力

運転信号

START TIMER

READY LEVEL

START LEVEL STOP LEVEL

STOP TIMER

増速信号

READY

RUN

STOP

STALL

制御信号入力

表示灯

減速信号

関連する設定項目

[212]START LEVEL SET スタートレベル設定 (%)

[213]STOP LEVEL SET ストップレベル設定 (%)

[217]READY LEVEL SET レディーレベル設定 (%)

[311]START TIMER SET スタートタイマー設定 (sec)

[312]STOP TIMER SET ストップタイマー設定 (sec)

READY LEVELは、機械停止時に原反軸に適当なブレーキを与えるものです。

機械が運転されシートの走行が始まると同時に機械運転信号が入力され、START TIMER

のタイムアップ後に自動制御に切り替わります。

START TIMERは、スタート時における制御出力の行き過ぎを防ぐためのもので２～５秒程

度に設定します。
機械運転切りでシート走行が停止すると同時に運転信号が切れ、STOP LEVEL（停止ブ
レーキ出力）がSTOP TIMER間出力されます。その後、制御出力はREADY LEVELへ戻り
ます。

STOP LEVELは原反軸の慣性によって生じるオーバーランを防ぐためのもので、運転信号

が切れる直前の制御レベルにSTOP LEVEL設定値を掛けた値です。

例としてSTOP=150%の設定では、運転切り時の出力が５％なら５ｘ１．５＝７．５％が出力さ

れます。[5]

ラインスピードの増減速に応じて信号を入力することで、制御応答を変えることができます。

（１）巻出通常運転

READY LEVEL
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ライン
スピード

制御
出力

運転信号

START TIMER

READY LEVEL

START LEVEL
STOP LEVEL

STOP TIMER

リセット信号

READY

RUN

STOP

STALL

制御信号入力

表示灯

原反の繰出し途中でラインを停止し、そのまま再スタートさせるような場合に使用

します。

運転信号が切れると、STOP TIMERの間だけ STOP LEVELが出力されます。

STOP TIMERアップ後はメモリ制御になり、運転信号が切れる直前の制御レベル

にMEMORY LEVEL設定値を掛け合わせた値がメモリレベルとして出力されます。

メモリレベルは、中間停止後の再スタートにおけるテンションを安定するために使

用されます。

メモリ制御中にリセット信号が入る、又はパネルのRESETキーを押すとレディー状

態に移ります。

（２）巻出中間停止運転

MEMORY LEVEL

関連する設定項目
[564]MEMORY CONT MODE メモリー制御使用（0：無、1：有）
[212]START LEVEL SET スタートレベル設定 (%)
[213]STOP LEVEL SET ストップレベル設定 (%)
[214]MEMORY(STALL) SET  メモリーレベル設定 (%)
[217]READY LEVEL SET  レディーレベル設定 (%)
[311]START TIMER SET スタートタイマー設定 (sec)
[312]STOP TIMER SET ストップタイマー設定 (sec)

MEMORY LEVEL

RESET操作の説明
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（３）巻出インチング運転

機械停止状態からシートを小刻みに走行させたり、シートのたるみを取る目的で使
用されます。
寸動信号が入力されると、INCHING LEVEL設定項により設定された制御レベル
が出力されます。
寸動信号が切れるとSTOP LEVELがSTOP TIMERの設定時間中出力され、その
後、制御出力はREADY LEVEL設定値へ戻ります。
STOP LEVEL出力中に寸動信号が入力された場合は直ちにINCHING LEVEL設
定値が出力されます。

ライン
スピード

制御
出力

運転信号

READY LEVEL

INCING LEVEL STOP LEVEL

STOP TIMER

寸動信号

READY

RUN

STOP

STALL

制御信号入力

表示灯

関連する設定項目
[213]STOP LEVEL SET ストップレベル設定 (%)
[215]INCHI.(IDOL) SET インチングレベル設定 (%)
[217]READY LEVEL SET  レディーレベル設定 (%)
[312]STOP TIMER SET ストップタイマー設定 (sec)

READY LEVEL

寸動信号が切れて停止レベルが出力している時に

寸動信号をONするとINCHING LEVELが出力されます [5]
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従来機種

２軸巻出ではシートを止めることなく自動的に両軸を切替えて連続運転が行われます。

軸切替時は旧軸に対して新軸の径が急激に大きくなり、この時のテンションを一定に

保つには制御出力を大幅に増加させることが必要で通常の制御のままではテンション

に大きな変動を生じます。

この変動を抑えてテンションを安定化させるため、軸切替信号が入力されると、

CHANGE LEVEL設定による軸切替補正が自動的に与えられます。

軸切替と同時に旧軸へ補助出力を与え急停止させることも可能です。

軸切替レベルは自動テンション設定値に応じて増減させています。自動テンション設

定が小さくてもある程度の軸切替レベルが出力されるように軸切替最低レベルを設け

ています。

（４）巻出軸切替運転

ライン
スピード

制御
出力

運転信号

CHANGE LEVEL

軸切替信号

READY

RUN

STOP

STALL

制御信号入力

表示灯

関連する設定項目

[216]CHANGE LEVEL SET SET 軸切替レベル設定 (%) 

[211]AUX. LEVEL SET    補助出力レベル設定 (%)

[555]MIN. CHANGE SET 軸切替最低レベル (%)

[551]AUTO TENSION SET 自動テンションレベル設定

[572]TP CAPACITY    テンション検出器フルスケール

旧軸急停止

A軸

B軸

入

切 入

入切

切

AUX LEVEL
ブレーキ切り

ブレーキ切り

最小でも１Sec間は信号をONして下さい [5]

軸切替レベル＝CHANGE LEVEL (%) x (MIN.CHANGE  +  (1-MIN.CHANGE) x AUTO / FULL)

例としてCHANGE LEVEL=30%   MIN.CHANGE=63%  AUTO=200N  FULL=300Nの場合

軸切替えレベル＝ 0.3 x (0.63 + (1 - 0.63) x 200/300) = 0.3 x (0.63 + 0.37 x 200/300)=0.26 ⇒ 26%
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６－３．フィード（PB+PC) C500F

（１）通常運転

フィードロール制御は径変化による制御出力レベルの変化があ
りません。このため停止ブレーキは不要ですので、STOP
LEVEL設定を１００％とし、制御レベルの大きな変動をなくします。
制御信号としては、運転信号のみ使用します。
メモリー制御を働かせると停止から運転開始時の制御出力の変
化を少なくしてテンション変動を抑えられます。

ライン
スピード

制御
出力

運転信号

START TIMER

READY LEVEL

START LEVELSTOP LEVEL

STOP TIMER

READY

RUN

STOP

STALL

制御信号入力

表示灯

STOP TIMER START TIMER

MEMORY LEVEL

STOP LEVEL

メモリー制御無しの場合 メモリー制御有りの場合

関連する設定項目
[212]START LEVEL SET スタートレベル設定 (%)
[213]STOP LEVEL SET ストップレベル設定 (%)
[214]MEMORY(STALL) SET  メモリーレベル設定 (%)
[217]READY LEVEL SET  レディーレベル設定 (%)
[311]START TIMER SET スタートタイマー設定 (sec)
[312]STOP TIMER SET ストップタイマー設定 (sec)
[564]MEMORY CONT. MODE  メモリー制御使用有無 (0,1)
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６－４．巻取り C500W、C500Wd、C500Wp

（１）巻取通常運転

クラッチの入力軸の駆動スピードは最小巻取径時のラインスピードより速いス
ピードになるよう設定されているものとします。
シート走行が停止している時にもREADY LEVELは出力されていますので、パウ
ダークラッチの入、切スイッチが入っていればシートは常時張った状態になりま
す。
シート走行に合わせ運転信号を入れると、START TIMERの間 START LEVELを
出力した後、自動制御になります。
シート走行に合わせて運転信号を切ると、STOP LEVELが出力されます。
通常STOP LEVEL設定は１００％に設定してテンションの変動を起こさないよう
にします。
STOP TIMER後はREADY LEVELによってシートは張った状態で停止します。

ライン
スピード

関連する設定項目
[212]START LEVEL SET スタートレベル設定 (%)
[213]STOP LEVEL SET ストップレベル設定 (%)
[214]MEMORY(STALL) SET  メモリーレベル設定(%)
[217]READY LEVEL SET  レディーレベル設定 (%)
[311]START TIMER SET スタートタイマー設定 (sec)
[312]STOP TIMER SET ストップタイマー設定 (sec)

制御
出力

運転信号

START TIMER

READY LEVEL

START LEVEL

STOP LEVEL

STOP TIMER

READY

RUN

STOP

STALL

制御信号入力

表示灯

START TIMER
STOP TIMER

READY LEVEL

START LEVEL

READY LEVEL

STOP LEVEL
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制御
出力

運転信号

START TIMER

READY LEVEL

START LEVEL

STOP LEVEL

STOP TIMER

リセット信号

READY

RUN

STOP

STALL

制御信号入力

表示灯

MEMORY LEVEL

START TIMER

STOP TIMER

MEMORY LEVEL

（２）巻取中間停止運転 [3]

ライン
スピード

関連する設定項目
[212]START LEVEL SET スタートレベル設定 (%)
[213]STOP LEVEL SET ストップレベル設定 (%)
[214]MEMORY(STALL) SET  メモリーレベル設定(%)
[217]READY LEVEL SET  レディーレベル設定 (%)
[311]START TIMER SET スタートタイマー設定 (sec)
[312]STOP TIMER SET ストップタイマー設定 (sec)
[564]MEMORY CONT.MODE メモリー制御有無 (0,1)

巻取りの途中でラインを停止し、そのまま再スタートさせるような場合に使用しま
す。
運転信号が切れると、STOP LEVELの設定時間だけSTOP LEVELが出力され
ます。
STOP TIMERアップ後はメモリ制御になり、運転信号が切れる直前の制御レベル
にMEMORY LEVEL設定値を掛け合わせた値がメモリレベルとして出力されます。
メモリレベルは、中間停止後の再スタートにおけるテンションを安定するために使
用されます。
メモリ制御中にリセット信号が入る、又はパネルのRESETキーを押すとレディー状
態に移ります。

READY LEVEL
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（３）巻取軸切替運転

２軸巻取ではシートを走行しながら両軸を切替えて連続運転が行われます。
軸切替時は旧軸に対して新軸の径が急激に小さくなり、この時のテンションを安
定に保つには制御出力に大幅な差が必要で通常の制御のままではテンションに
大きな変動を生じます。
この変動を抑えてテンションを安定化させるために、軸切替信号が入力したときに
CHANGE LEVEL設定による切替補正が自動的に与えられます。
軸切替の前に新軸側に補助出力を与えて助走を行うことが可能です。
また、軸切替に合わせてターレットを旋回する際のテンション変動を抑えるために
出力固定機能があります。[569]EXT8PIN MODE SETに２（制御出力固定）をセッ
トして端子台の１５番（出力固定信号）をONすると制御出力が、直前のレベルに
[213]STOP LEVEL SETを掛けた値で固定されます。

ライン
スピード

制御
出力

運転信号

CHANGE LEVEL

軸切替信号

READY

RUN

STOP

STALL

制御信号入力

表示灯

新軸助走

A軸

B軸

入

切 入

入切

切

AUX LEVEL

助走入り

助走入り

関連する設定項目
[216]CHANGE LEVEL SET SET 軸切替レベル設定 (%) 
[211]AUX. LEVEL SET  補助出力レベル設定 (%)
[213]STOP LEVEL SET ストップレベル(%)
[569]EXT8PIN MODE SET 外部端子台８Pinの役割
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（４）電流テーパ方式 C500W [3]

T/2

T/4

T   

2R   3R   4R   5R   R   

巻取径

テ
ン

シ
ョ

ン

（コンスタントテンション）
テーパ設定最小０％

テーパ設定最大１００％

テーパ可変範囲

設定テンション

初期巻径

巻取時のテンション制御として、巻取径の変化に関係なく常に一定のテンションで巻き取るコ

ンスタントテンション巻取と、径の増大に従ってテンションを減少させるテーパテンション巻取と

があります。

電流テーパーとは制御出力電流を使ってテーパーを掛ける方式です。

巻径と制御出力電流が比例することを利用した簡易な方法で、特別なセンサーを必要としま

せん。

[567]SECTION MODE  使用セクション選択に 2(C500W)をセットします。

動作原理：

巻き始めの制御出力電流を記憶しておき、巻き太るに従って制御電流が増加するので、

電流の増加量に応じて目標テンション設定を下げてゆきます。

調整する箇所は特にありません。

[114] TAPER TENSIONにテーパーの掛かった目標テンションが表示されます。

機械条件によりテーパーの掛かりが異なるため、パネルのテーパー設定値から

目標テンションがそのまま求まりません、何回か試行してテーパー設定値を決めて下さい。

欠点：

メカロスが大きい機械では紙管径での電流値が大きくなるために、巻径の増加による電流の

変化が僅かになりテーパーが掛かりにくくなります。

詳細説明： [5]

C500W C500Wp C500 Wdの設定でないとテーパー動作は働きません。

電源投入直後はテーパー動作は働かない状態になっています。

READYかSTALLかRUNランプが点灯中にリセット信号を入れる、或いはパネルの

RESETキーを押すと、テーパー回路がリセットされテーパー動作が開始します。

リセットした後にテンションの差分がアクセルレベル以内に僅かでも入ると

巻初めの制御出力電流が記憶され、パネル面のRUNランプが点滅します。

アクセルレベル内に入らないとRUNランプは点滅せずテーパーは掛かりません。

RUNランプが点滅してから２秒間のテンションの平均を基準テンションとします。

基準テンションが求まるとRUNランプの点滅が止まり、テーパー動作が始まります。

自動で次の軸に切替をする場合は軸切替信号の入力に合わせて再度リセットされます。

また、1巻毎に運転を止める場合は停止中にリセット信号を入れるとリセットされます。

テーパー動作がリセットされると設定テンションからテーパー動作が始まります。

テーパ設定５０％
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（５）パルス巻径検出型テーパ方式 C500Wｄ

ラインパルスと軸回転センサーの信号を使って巻取径を検出する方式です。

[567]SECTION MODE  使用セクション選択に 3(C500Wｄ)をセットします。

下記項目に値をセットする必要があります。
[5A1]LINE PULSE  ラインが１ｍ進む間の入力パルス数 (pulse/m)
[5A2]DIA AVE. CYCLE  測定径の平均化回数 (cycle)
[5A3]Z SIG COUNT  軸が１回転する間の発生パルス数 (cycle)
[5A4]Z SIG CHECK  １回転パルスをチェックする回数 (cycle)
[5A5]VALID DIA LEVEL  前回値との差がこの値以下なら有効 (%)
[5A6]MAX DIA SET  最大径 (mm)
[5A7]MIN. DIA SET  最小径 (mm)
[5A8]CORNAR DIA SET  テーパーの傾きを変えるコーナー径 (mm)
[5A9]CORNAR TAP. SET  ポイント径でのテーパー量 (%)
[5AA]MAX DIA TAP. SET  最大径でのテーパー量 (%)

以下の項に状態が表示されます。
[117]LINE SPEED  ラインスピードが表示されます
[118]AVERAGE DIA  平均径が表示されます
[515]REAL DIA  平均する前の生の径が表示されます

調整手順
①最初は[567]SECTION MODEに２をセットして、電流テーパで一通りの調整をします。

動作に問題がなければ３をセットして巻径検出の調整に移ります。
②[117]LINE SPEEDの表示が実機と同じになるようにLINE PULSEにパルス数をセットしま
す。
③[118]AVERAGE DIAに平均径が表示されることを確認します。
④テーパは最大径でのテーパをセットする以外に、中間径でのテーパ度をセットできます。

自動テンション
設定値

コーナー径での
テーパー設定

最大径での
テーパー設定

コーナー径 最大径

目標
テンション

巻取径

逆テーパーも
可能です

100%

50%

0%
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（６）ポテンショ巻径検出型テーパ方式 C500Wp

タッチアームに取り付けたポテンショの信号を使って巻取径を検出する方式です。

[567]SECTION MODE  使用セクション選択に 4(C500Wｐ)をセットします。

下記項目に値をセットする必要があります。

[5A6]MAX DIA SET  最大径 (mm)

[5A7]MIN. DIA SET  最小径 (mm)

以下の項に状態が表示されます。

[118]AVERAGE DIA  平均径が表示されます

[515]REAL DIA  平均する前の生の径が表示されます

調整手順

①最初は[567]SECTION MODEに２をセットして、電流テーパで一通りの調整をします。

動作に問題がなければ４をセットして巻径検出の調整に移ります。

②ポテンショはダンサーと同様に使いますので、５－７項を参照して調整を行います。

③[118]AVERAGE DIAに平均径が表示されることを確認します。

PT

ポテンショ

最小径設定 最大径設定

巻径
(mm)

ポテンショ
電圧

1200

100
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パルス巻径検出やポテンショ巻径検出により正確な径が求まる場合は、その巻径を使っ
て加圧力制御を行うことができます。
[567]SECTION MODE  使用セクション選択に 3(C500Wd)又は4(C500Wp)をセットします。

下記項目に値をセットする必要があります。
[577]DA-CH1 OUTSET  アナログ出力内容に3：加圧力出力をセットします。
[556]PRESS PRISET  加圧力の初期値 (%)
[557]PRESS TAPER  加圧力のテーパー設定 (%) ・・・・最大径でのテーパー量をセットし
ます。
[578]DA-CH1 SCALE  アナログ出力レベル (%) ・・・・出力電圧を調整できます。

以下の項に状態が表示されます。
[119]PRESS OUTPUT  加圧力出力を表示 (%)に加圧力が表示されます。

調整手順
①ポテンショ巻径検出型C500Wpの場合、タッチアームを振って[119]PRESS OUTPUTの表
示を確認します。
②ラインパルスを使った巻径検出C500Wpの場合、実際に基材を流しての確認が必要です。

加圧力の設定値がパネル操作で直接確認できます。
①電源投入して MONITOR画面が表示されている状態で[←]キーを２回押します。

数値表示器の左端にPマークが表示され、現在の加圧力出力が０．０～９９．９％の数
値で表示されます。
②AUTO[▲] [▼]キーを押すと、[556]PRESS PRISET  加圧力初期値が一時的に表示され
ます。
③TAPER[▲] [▼]キーを押すと、[557]PRESS TAPER  加圧力のテーパー設定 (%) が一
時的に表示されます。

（７）加圧力制御 C500Wd、C500Wp

初期設定
0～100%

テーパー設定
0～100%

最小径設定
最大径設定

加圧力
出力

巻取径

100%

0%
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６－５．フィード（モータ＋テンション） C500R

インフィード：C500Ri、 アウトフィード：C500Ro

運転信号が入ると ラインスピードと同速度でフィードロールが回転します。
更にﾆｯﾌﾟ信号が入ると 測定したテンションに応じてロール速度の変速を行い、テ
ンションが目標値になるように制御します。
速度ベースに対して制御分が加算され出力されます。
[115] PA OUTPUTには速度ﾍﾞｰｽを含んだ制御出力が表示されます。
手動信号だけを入力すると、IDOL LEVELで設定された一定速度でロールが回る、
手動制御もあります。

（１）通常運転

運転信号

ニップ信号

READY

RUN

STOP

STALL

制御信号入力

表示灯

ライン
スピード

制御分

START TIMER

READY LEVEL

START LEVELSTOP LEVEL

STOP TIMER STOP TIMER START TIMER

MEMORY LEVEL

STOP LEVEL

メモリー制御無しの場合 メモリー制御有りの場合

関連する設定項目
[212]START LEVEL SET スタートレベル設定 (%)
[213]STOP LEVEL SET ストップレベル設定 (%)
[214]MEMORY(STALL) SET  ストールレベル設定 (%)
[215]INCHI.(IDOL) SET  アイドルレベル (%)
[217]READY LEVEL SET  レディーレベル設定 (%)
[311]START TIMER SET スタートタイマー設定 (sec)
[312]STOP TIMER SET ストップタイマー設定 (sec)
[564]MEMORY CONT. MODE  メモリー制御使用有無 ( 0,1)

速度
ベース
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６－６．フィード（モータ＋ダンサー） C500D [1]

運転信号が入ると ラインスピードと同速度でフィードロールが回転します。
更にﾆｯﾌﾟ信号が入ると ダンサー位置に応じてロール速度の変速を行い、常にセン
ター位置になるように制御します。
手動信号だけを入力すると、IDOL LEVELで設定された一定速度でロールが回る、
手動制御もあります。
版胴円周長設定をパネルの多目的ｷｰから設定することで、グラビア印刷などに対
応できます。 [3]
パネルのAUTOキーによりダンサー用電空変換器への出力を設定できます。
レベルを合わせるために[57C]E/A SCALE SETを使用します。 [3]
パネルの各ｷｰによる設定値は外部ｱﾅﾛｸﾞ信号でも変化できます。 [3]

（１）通常運転

運転信号

ニップ信号

READY

RUN

STOP

STALL

制御信号入力

表示灯

ライン
スピード

制御分

START TIMER

READY LEVEL

START LEVELSTOP LEVEL

STOP TIMER STOP TIMER START TIMER

MEMORY LEVEL

STOP LEVEL

メモリー制御無しの場合 メモリー制御有りの場合

インフィード：C500Di

アウトフィード：C500Do

関連する設定項目

[212]START LEVEL SET スタートレベル設定 (%)

[213]STOP LEVEL SET ストップレベル設定 (%)

[214]MEMORY(STALL) SET  ストールレベル設定 (%)

[215]INCHI.(IDOL) SET  アイドルレベル (%)

[217]READY LEVEL SET  レディーレベル設定 (%)

[311]START TIMER SET スタートタイマー設定 (sec)

[312]STOP TIMER SET ストップタイマー設定 (sec)

[564]MEMORY CONT. MODE  メモリー制御使用有無 ( 0,1)

速度
ベース
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MODE 

MODE 

７．操作

MODE

DSP

▲

←▲ ▼ ＊

①

①数値表示器
検出したテンション等を表示します。

▼

▲

▼

AUTO

MANU

RESET

OUTPUT

▲

▼

AUTO MANU A/M

READY

STOP

RUN

STALL

TOTAL

LEFT

RIGHT
FULLSCALE②

③

④

⑬ ⑫ ⑪

⑩

⑤ ⑥ ⑧ ⑨

②バー表示器
制御出力電圧等を２０個のLEDで表示します。

③状態表示器
制御状態を４個のランプで表示します。
READY：レディー状態 RUN：運転状態
STOP：ストップ状態 STALL：ストール状態
全ランプ消灯：フリー状態

④AUTOキー 自動テンション設定値を増減します。
[551] AUTO TENSION SETの値を増減します。

⑤MANUキー 手動テンション設定値を増減します。
[552] MAN TENSION SETの値を増減します。

⑥A/Mキー 自動制御と手動制御を切替えます。
[553] A/M CONTROL SETの値を切り替えます。

⑦RESETキー
中間停止状態の解除、
及びテーパ動作のリセットを行います。

⑦

⑧OUTPUTキー
制御出力の入り切りを行います。
出力を切ると制御出力電圧がゼロになります。
補助出力は入り切りされません。 [5]

C500Ri C500Ro C500Di C500Doに設定した
場合はOUTPUTキーで制御出力の入り切りが
できません。 [5]

⑨多目的キー
C500Wはテーパー設定値を増減します。

[554] TAPER LEVEL SETの値を増減します。
C500Fは動作に関係しません 。[5]

C500Dは版胴円周長を増減します。

⑩設定キー
設定値の変更をする際に使用します。
[▲] [▼]キー：画面の切り替え、

及び数値の増減に使用します。
[←]キー： 画面の切り替え、

及び設定桁の移動に使用します。
[＊]キー： 画面の切り替え、

及び設定の登録に使用します。
[MODE]キー： 現在は未使用です。

⑪液晶表示器
設定値等を表示します。

⑫DSPキー
数値表示器の表示内容を切り替えます。

⑬数値表示器の内容選択
数値表示器の表示内容を表します。
TOTAL・・・・・トータルテンション表示
LEFT・・・・・・レフトテンション表示
RIGHT・・・・・ライトテンション表示
FULL SCALE・・・検出器のフルスケール表示

⑭

⑭液晶コントラスト調整ボリューム
側面の小穴から先の細いマイナスドライバを
差し込み調整します。

７－１．パネル面の説明
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3

4

5

6

47

52

51

操作部チェック

テンション検出部チェック62

61

54

55

43

44

TEN. METER SET テンション・ダンサー調整

SYSTEM SET

65

63

64

PID 1 SET

59

5A

5B

PID 2 SET

PB POW. GAIN SET

DIAMETER SET

LINE LEVEL SET

補助出力への印加レベル設定

巻径演算項目の設定

ライン速度項目の設定

SYSTEM LEVEL SET

MODE SET

57

PID制御用の特別な設定

DANCER SCALE ADJ

DAN. DP INITIALIZ

ダンサーゼロ調整

ダンサースケール調整

ダンサー電子ボリューム初期化

オートスケールレベル設定

41

48

49

42

67

66

デジタル出力信号チェック

OPERATE I/O CHECK

TENSION I/O CHECK

DIGITAL IN CHECK

POWER I/O CHECK

番号

大分類

名称 内容番号

中分類

1

2

MONITOR

LEVEL SET

デジタル入力信号チェック

パワー部チェック

ダンサー部チェック

パルスセンサー部チェック

名称 内容

モニター

制御レベル設定

タイマー設定

 ハードウエアチェック

TENSION METER

PA POW. GAIN SET

特別な項目の設定

システムの動作を設定

テンションメータの動作設定

制御出力への印加レベル設定

DANCER I/O CHECK

PULSE I/O CHECK

DIGITAL OUT CHK

56

53

45

46

HARDWARE CHECK

システム設定

TIMER SET

レフト側テンションゼロ調整

システムの状態を表示

PID演算結果を表示

PID制御用の設定

ライト側テンションスケール調整

レフト側テンションスケール調整

SYSTEM MONITOR

PID CALC. DISPLAY

電子ボリューム初期化

AUTO SCALE SET

DANCER ZERO ADJ

ライト側テンションゼロ調整

DP INITIALIZE

RIGHT ZERO ADJ

LEFT ZERO ADJ

RIGHT SCALE ADJ

LEFT SCALE ADJ

58

８．項目一覧

８－１．項目分類表
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213 STOP LEVEL SET

ストップレベル設定 (%)
　Ver2.19以降は999をセットすると最大値の24vが出力され
  る。

6-2 0 300

532

214 MEMORY(STALL) SET

215 INCHI.(IDOL) SET

216 CHANGE LEVEL SET

311 START TIMER SET

P GAIN SET 比例成分ゲイン設定 (%) 6-1
オートスケール調整目標テンション (FS準拠)

531

0

6-2

I ACCEL TIME SET

READY LEVEL SET

メモリーレベル設定 [Ri・Ro・Di・DoはSTALLレベル] (%)
インチングレベル設定 [Ri・Ro・Di・DoはIDOLベル] (%)

微分ゲイン設定 (%) 6-1

I GAIN SET 積分成分ゲイン設定 (%)

534 D GAIN SET

217

535 D TIME SET

積分時間設定 (sec)

312 STOP TIMER SET

461 AUTO SCALE LEVEL

536

アクセル時の積分時間設定 (sec) 6-1

ACCSEL LEVEL SET

538
537

6-1偏差成分ゲイン設定 (%)ERROR GAIN SET

アクセルレベル設定 (%)

MIRROR TIME SET

212 START LEVEL SET

番号 名称
211 AUX. LEVEL SET

内容 (単位)
補助出力レベル設定 (%)

6-3

5-3
ストップタイマー設定 (sec) 6-2

参照

6-4

1000

0.1
6-1

0.1

レディーレベル設定 (%)
軸切替レベル設定 (%)

スタートレベル設定 (%)

6-1

533 I TIME SET

99,9

100

100.0
999

0

100

0

0.1

500

900.0

500
900.0

0

0.1

(6：制御出力ｾﾝﾀｰ振分[2]、 7：目標ﾃﾝｼｮﾝ設定値) [3]

4SENSOR MODE

自動テンション設定値の変化時間設定 (sec)545
544 DEC I. TIME SET 減速補正時積分時間設定 (sec)

DEAD ZOON SET 不感帯設定　(FSの±N％)
541 OUTPUT BIAS SET 出力バイアス設定 (%)
542
543 INC. I TIME SET 増速補正時積分時間設定 (sec) 6-1

-100
10

551 AUTO TENSION SET

553 A/M CONTROL SET

MAN TENSION SET552
自動テンションレベル設定 (FS準拠)

0

バー表示内容設定 (0：テンション 1：制御出力 2：補助出力

100

561

0 999

MEMORY CONT. MODE

0

NUMBER DISP. MODE 数値表示内容設定 (選択内容は同上)

 3：片持（ライト）検出, 4：片持（レフト）検出)

BAR DISP. MODE 0 7

6-2

557 PRESS TAPER 加圧力のテーパー設定 (%)

軸切替最低レベル (%)
556

100
0 100
0

5

100

0

 3：制御出力電圧 4：補助出力電圧  5：ダンサー)

6-4
6-4

20565

564

OUTPUT STYLE

563

562

0

0

3

 1：両持片側（ライト）検出, 2：両持片側（レフト）検出,
テンション検出器の検出スタイル設定 (0：両持両側検出,

554

PRESS PRISET 加圧力の初期値 (%)

TAPER LEVEL SET テーパー量設定 (%)
555 MIN. CHANGE SET

8

7:C500Di , 8:C500Do)

5-2
使用セクション選択  (0：C500P 1：C500F 2:C500W 

03：C500WD, 4：C500WP,  5:C500Ri,  6:C500Ro, 

0

100.0
900.0
900.0

0.1

6-1

6-1

6-2

0

0

0.1

1

最大

0

100

メモリー制御使用有無 ( 0：しない 1：する)

06-2
0

200

最小

100

100

100
0

0

0

500

99.9
99.9

999

6-2スタートタイマー設定 (sec)

6-1

6-2 1

5-3

5-2

100手動テンションレベル設定 (%) 7-1

7-1
制御の選択 (0：自動制御, 1：手動制御) 7-1

5-2

5-2

制御出力方法選択、使用するｱｸﾁｪｰﾀに応じて設定します
0(0～24v)：内部ﾌﾞﾚｰｷ・ｸﾗｯﾁ出力を使う
1(4～20mA)：電空変換器への指令
2(0～10v)：外部ﾌﾞﾚｰｷ用ｱﾝﾌﾟへの指令

7-1

0

微分時間設定 (sec)

6-1

6-2

0.1

6-1

566

567

5-2

全設定内容の初期化実行
1(RESET)：C500PFW用の規定値を初期値として代入する
2(FIL→EE)：ﾌｧｲﾙの内容をEEPROMに書き込む [2]
3(UPLOAD)：設定内容を変えずにﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟする [3]

SECTION MODE

UNIT RESET!!

８－２．設定項目
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1：自動制御許可　(OFF：手動、ON：自動）

5-3

14

V/T ZS GAIN

MIN. DIA SET

0

5B4

255ライトゼロ調整用電子ボリューム位置 (div) 5-3 0623

0ACC. DEC. SPEED 6-1
25-5

ﾊﾟﾈﾙ面の設定項を外部ｱﾅﾛｸﾞ信号により設定
100位はAUTO KEY, 10位はMANU KEY,  1位は多目的ｷｰ

内容 (単位)

5-5

MAX LINE SPEED 最高ラインスピード (m/min)

5B6

571

5-6

5-6

ラインスピード平均化回数 (cycle)

0

200.0

6-4
6-4

2

4

2

99
99

0

445

999

99999

10.00

1

2

100

7777
[4]

999

100

99.9

0

0

0

0

0
0

6-4

5-5

5-4

最大径 (mm)
6-4

5-4

99
0

0

0

Z SIG COUNT

5B2

V/T FS GAIN

5A8
5A7

5B1

CORNAR TAP. SET

CORNAR DIA SET

5A6

5-10

5-5

6-1
6-1

5-8

5-3

6-4

5-6

0

MAX DIA TAP. SET

0
200.0
999

0

999.9
400.0

100.0
100.0

最高速でのドライバ入力[10vが100%] (%)
最低速度における制御のゲイン (%)

最大径でのテーパー量 (%)

19

11
エンコーダー仕様　(1位 0：A相のみ １：AB相使用)

99.9
10

増減速補正が働きはじめる増減値 (m/m/s)

(10位 0：オープンコレクタ仕様、1：ラインドライブ仕様)

0
9999

最大

0

569

名称

577

DA CH4321 SCALE [4]

5A1 ラインが１ｍ進む間の入力パルス数 (pulse/m)

57B DANCER MOVE TIME [1]

測定径の平均化回数 (cycle)

5-3

57A

Z SIG CHECK5A4

5-3

56B
ﾊﾟﾈﾙ面設定値のEEPROMへの書込みﾀｲﾐﾝｸﾞを選択する

TENSION UNIT SET

TP CAPACITY

576

DACH4321 OUTSET [4]

1

0
軸が１回転する間の発生パルス数 (cycle)

PA GAIN SET

2
0
0

１回転パルスをチェックする回数 (cycle)

1

テンション表示単位 (0：N 1:x10N  2:KN)

575 TP OUT AVE.CYCLE [1]

5-3

テンションアンプゲイン切替 (0:x1, 1:x3.4, 2:x5.6, 3:x7.9) 

578

572

574

579 TP GAIN SWITCH [1]

TP CAP. FORM SET

制御出力側の負荷容量の手動設定 (%)

1：＊ｷｰを押して登録

参照

5-3

6-1

1
5-3

5-2

6-4

5-3 1

ﾃﾝｼｮﾝｱﾅﾛｸﾞ出力電圧をチェックする (%)

テンション アナログ出力応答 (CYCLE) 

0

最小

ver1.10までは10位でEEPROMへの書込みﾀｲﾐﾝｸﾞを選択する

1～4：ｱﾅﾛｸﾞ入力CH1～4に相当　(電圧0～5v/fsが0～100%)

2：設定テーパーテンション 3：加圧力出力 4：テンション生信号 

98
99

9

0

1

9999

番号

補助出力側の負荷容量の手動設定 (%)

アナログ出力レベル (V)

ダンサー目標位置がセンターまで移動する時間(sec)

チャンネルCH1～4へのアナログ出力内容選択
 (0：テンション平均値、１：テンション設定値

5：ダンサー生信号[2]、6：レフト平均値、7：ライト平均値 [4])

10位：レフト側、1位：ライト側

0.0

0

0

33

LINE PULSE

電空変換器への出力係数(%)

100

0

前回値との差がこの値以下なら有効 (%) 0

0000
[4]

5A3

583

テンション少数点 (0：*** 1：**.* 2：*.**)

0：運転信号がON→OFF時に登録

最高速度における制御のゲイン (%)

5B3

5A9
5AA

テーパーの傾きを変えるコーナー径 (mm)
最小径 (mm)

5A2 DIA AVE. CYCLE

593

テンション検出器タイプ (0:LA型, 1:LS型)

PB GAIN SET

TP LALS SELECT  [1]

E/A SCALE SET [3]
ﾃﾝｼｮﾝのﾌﾙｽｹｰﾙを出すのに必要な電空変換器へのﾚﾍﾞﾙ

VALID DIA LEVEL

RIGHT ZERO DP

MAX DIA SET

5A5

5B8 DREW SCALE SET

5B7 LINE STYLE SET

ドロー制御時の最高比率 (x0.1%)

5B5 SPEED AVE. COUNT

10位が1なら＊ｷｰを押して登録 ver1.05は必ず10位を1にする [2]

外部端子台１５Pinの役割  [4]

0：未使用

ver2.10以降は[56B]項にて設定するので10位の設定はない [3]

15-7

5-3

5-3

2：制御出力固定　（OFF：通常制御、ON：出力固定)

568

573

56A AMT 0：KEY,1-4：AD [3]

5-6

テンション検出器フルスケール　・・・　FSと略記

MAN KEY OPE MODE

EXT8PIN MODE SET

PANEL DATA SAVE [3]

AVE. CYCLE SET

MANキー操作内容選択 (0：手動テンション設定 1：スタートレベル

10位が0なら運転信号ON→OFF時に登録

2：補助出力  3：レディーレベル 4：MANとREADYとSTART同時)

TEN. OUTPUT CHECK

5-11

テンション表示平均化回数 (CYCLE)

　　ON直前の制御出力にSTOPﾚﾍﾞﾙを加えた量が出力される

0：ﾊﾟﾈﾙｷｰによる設定、5：ゼロセット（多目的ｷｰのみ適用）[4]

57C

ポイント径でのテーパー量 (%)

DRIVER SCALE
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ライトゼロ調整用オフセット (div) [2]

255624 レフトゼロ調整用電子ボリューム位置 (div) 5-3 0LEFT ZERO DP

255
0

2

999
0

0

5-3
5-3
5-3

ライトスケール調整用オフセット (div) [2]

5-3 -999
5-3

5-9

0

0

0
5-9

DI8 SIGNAL [3]

636
5-9

リセット信号状態表示と強制セット　（同上）
減速補正信号状態表示と強制セット　（同上）

2
634 INC. SPEED SIGNAL 増速補正信号状態表示と強制セット　（同上） 5-9
633 INCHING SIGNAL

0 2

0

638
25-9

0寸動信号状態表示と強制セット　（同上） 5-9

0
2
2

2555-3RIGHT SCALE DP

LEFT SCALE DP

最大

672 SERVO ON　SIGNAL [3]

番号 名称 内容 (単位) 参照

DO2 SIGNAL [3] 予備

0

ダンサースケール調整用電子ボリューム (div) 5-7
255

2

5-7
予備

255

0
652

15番端子信号状態表示と強制セット　（同上）

ダンサーゼロ調整用電子ボリューム (div)

EXT8PIN SIGNAL

DANCER ZERO DP

639

5-9RESET SIGNAL

5-9

2
5-9 0

100

0 FS
0 FS
0 FS

FS0
0

111 TOTAL TENSION トータルテンション表示 (FS準拠)
112 RIGHT TENSION ライトテンション表示 (FS準拠)

511 PA VOLTAGE DISP. 制御出力電圧表示 (v)

ラインスピード表示 (m/min) 6-4
118

116

加圧力出力を表示 (%)

PB OUTPUT

114 TAPER TENSION テーパテンション表示 (FS準拠)
113 LEFT TENSION レフトテンション表示 (FS準拠)

PB補助出力表示 (%)

平均化した径表示 (mm) 6-5

513 PB VOLTAGE DISP. 24.0

512 PA CURRENT DISP. 制御出力電流表示 (A)
補助出力電圧表示 (v)

999.9
0 9999
0 99.9

0

PB CURRENT DISP.

51A AD CH4 AVE. [3]

516 DANCER POSITION

519 AD CH3 AVE. [3]

518 AD CH2 AVE. [3]

AD CH1 AVE. [3]

補助出力電流表示 (A)
0.0

4.0

515 REAL DIA
0.0
0

514

P DISPLAY 比例成分表示 (%)
-100 100521 ERROR DISPLAY PID偏差成分表示 (%)

517

-100 100
-100 100523 I DISPLAY 積分成分表示

522

-999.9

CH3外部ｱﾅﾛｸﾞ信号入力レベル (±10v/fs)

528 ACC. DEC. FLAG

527 PID*V DISP

ラインスピードの増減 (ACC,DEC,CONST)

-100 100
0 9999.9526 V/T GAIN DISP 速度によるテンション制御のゲイン (%)

0 9999.9

D DISPLAY 微分成分表示 (%) -100 100
525 PID DISPLAY

524

9999

PID加算成分表示

速度によるテンション制御量 (%)

0

2

679 DO8 SIGNAL [3] 予備

62A LEFT SCALE OFF.

119

673

PRESS OUTPUT

AVERAGE DIA

117 LINE SPEED

115 PA OUTPUT

653

675 DO4 SIGNAL [3]

DANCER SCALE DP

軸切替信号状態表示と強制セット　（同上）637 CHANGE SIGNAL

DEC. SPEED SIGNAL

632 SS SIGNAL 運転信号状態表示と強制セット(0：OFF 1：ON  2：外部入力)

635

678 DO7 SIGNAL [3] 予備

0.0
0.0

平均化する前の径表示 (mm) 6-5
ダンサー位置表示 (%)

レフトスケール調整用オフセット (div) [2]

-999 999

999-999

5-9
2

0 2
0予備 5-9

2
0 2
0

レフトゼロ調整用オフセット (div) [2]

サーボON信号と強制セット(0：OFF 1：ON  2：内部)
5-9

625
626

CH4外部ｱﾅﾛｸﾞ信号入力レベル (±10v/fs)

DO3 SIGNAL [3]

5-9

629
628 LEFT ZERO OFF.

RIGHT SCALE OFF.

627 RIGHT ZERO OFF.
レフトスケール調整用電子ボリューム位置 (div)
ライトスケール調整用電子ボリューム位置 (div)

-999.9
999.9-999.9
999.9
999.9

-999.9
CH2外部ｱﾅﾛｸﾞ信号入力レベル (±10v/fs)

999.9CH1外部ｱﾅﾛｸﾞ信号入力レベル (±10v/fs)

-999.9

PA制御出力表示 (%)

5-9

最小

999

999.9

4.0

24.0

100

2

予備

2
676 DO5 SIGNAL [3] 予備 5-9 0 2

05-9677 DO6 SIGNAL [3] 予備

-999

0

674

８－３．表示項目
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0 ***
-100.0

5-9

参照 最小

5-3

0 ***

最大

99999
99999
100.0

PL1 COUNTER CHK カウンタ１のパルスカウント (x256P) 0
0カウンタ２のパルスカウント (x256P)

デジタル出力信号の一括表示 (0：OFF 1：ON)

5-3
5-3

5-9

DP INIT PUSH* 電子ボリューム初期化実行　（同上）

RS START->PUSH*

LS START->PUSH*

DO CHK 87654321

電子ボリューム初期化完了 5-3
5-3

5-3
5-3
5-3

5-3ライト側スケール調整開始指示　（‘*’ｷｰで実行）

581 PA START->PUSH* 制御出力側負荷容量自動調整開始　（同上） 5-4

492 DAN. DP INIT. ダンサー電子ボリューム初期化完了

482 DS STOP->PUSH*

491 DAN. DP INIT PUSH*

481 DS START->PUSH* ダンサースケール調整実行　（同上） 5-7
5-7ダンサースケール調整終了指示　（同上）

ダンサー電子ボリューム初期化実行　（同上）

592 PB MEASURE

OPERATE KEY 操作キーの動作チェック

591 PB START->PUSH* 補助出力側負荷容量自動調整開始　（同上） 5-4

611

582 PA MEASURE 制御出力側負荷容量自動調整結果表示 5-4

補助出力側負荷容量自動調整結果表示 5-4

614 NUMBER DISPLAY

613 STATE LED LAMP

612 SET KEY 設定キーの動作チェック
パネル面ランプの動作チェック

バー表示器動作チェック
数値表示器動作チェック

643 PB OUTPUT CHECK 補助出力電圧チェック
642 PA OUTPUT CHECK

641 ANALOG OUT CHECK アナログ出力電圧チェック
制御出力電圧チェック

615 BAR DISPLAY

616 SETTING DISPLAY

5-7
ダンサーゼロ調整終了指示　（同上） 5-7

ライト側スケール調整終了指示　（同上）

5-3

5-7
5-7

ダンサーゼロ調整実行　（同上）
472 DZ STOP->PUSH*

452 DP INITIALIZE

471 DZ START->PUSH*

442 LS STOP->PUSH* レフト側スケール調整終了指示　（同上）
451

411 RZ START->PUSH* ライト側ゼロ調整開始指示　（‘*’ｷｰで実行）
番号 名称

432 RS STOP->PUSH*

RZ STOP->PUSH*

661
662

DI CHK 87654321631
651

422 LZ STOP->PUSH* レフト側ゼロ調整終了指示　（同上）
431

412 ライト側ゼロ調整終了指示　（同上）
421 LZ START->PUSH*

671

PL2 COUNTER CHK

441

設定表示器動作チェック

644 A/D COVE. CHECK AD変換器チェック [2]

レフト側スケール調整開始指示　（‘*’ｷｰで実行）

DANCER POSITION

従来機種

レフト側ゼロ調整開始指示　（‘*’ｷｰで実行）

内容 (単位)

ハードチェック用ダンサー位置表示 (%)
デジタル入力信号の一括表示 (0：OFF 1：ON)

８－４．操作項目
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0 ←

0

0
←

0

←

0

2.0
2.0

25

100

←
← 23

100200
120

←
←
←

C500PFW

プログラム　バージョン

表中のグレー部分の設定は動作に影響しません

C500Di・Do

18

C500Ri・Ro

0
23

572

TP CAP. FORM SET

56A AMT 0：KEY,1-4：AD

OUTPUT STYLE565

56B PANEL DATA SAVE

571

573

EXT8PIN MODE SET569

0.5

999
0

1

0

100

FS
50

100

100.0
0

10.0

FSTP CAPACITY

TEN. OUTPUT CHECK

←

←
←

←

← 0

2

←

←

←

23

50
80

←

Ri：5
Ro：6

←

←

←

←

←

←

5

←
←

0

0
0

Di：7
Do：8

←

0

←

0
0

機種： C500 Ver.

TAPER LEVEL SET

機種毎の規定値

P,Pk：0
F：1
W：2

0

0

←
←

0.1
FS ←←

← 1.0

番号 名称

214 MEMORY(STALL) SET

STOP LEVEL SET

211 AUX. LEVEL SET

213

←

←

0

Wd,Wp：0

0

AUTO SCALE LEVEL

5

0

0
0.1

2

566 UNIT RESET!! 0

PFW：0
Pk：1 [4]

561

←

←

←

4

←

←

544 DEC I. TIME SET

551 AUTO TENSION SET

0

Wd：3
Wp：4

545

557 PRESS TAPER

552

555 MIN. CHANGE SET

556

554

PRESS PRISET

←

0

0

←←

異なる箇所
メモ

0

FS
0

←
←

←

FS/2

←
←

10.0
10.0

0

←
←

10.0

←

←

30

←
←

←

212 START LEVEL SET

542

←
←

00
0.5 ←

10

ERROR GAIN SET

C500Wd・Wp

25

536
ACCSEL LEVEL SET

D TIME SET535

531
461

←
←
←
←

10

READY LEVEL SET

216 CHANGE LEVEL SET

311 START TIMER SET

217

534 D GAIN SET

312 STOP TIMER SET

2.0

563 SENSOR MODE 0

568

562

564

NUMBER DISP. MODE

MEMORY CONT. MODE

←
←

←

25

18215 INCHI.(IDOL) SET

←

←
←

←

0
63

MAN KEY OPE MODE 4

I ACCEL TIME SET

INC. I TIME SET

DEAD ZOON SET

OUTPUT BIAS SET

MIRROR TIME SET

BAR DISP. MODE 3

100

←

←
←

←
←

←
538

543
10.0

541

FS/2

I GAIN SET

P GAIN SET

100
300.0I TIME SET

10.0

532

10.0

23
0

533

537
10.0

←

←

←

553 A/M CONTROL SET

MAN TENSION SET

567 SECTION MODE

10

0

９．設定表 機種毎の一般的な設定値です。
実際に調整を行い、異なった箇所はメモを残してください。
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←
675 DO4 SIGNAL

678 DO7 SIGNAL

676 DO5 SIGNAL 2 ←
677 DO6 SIGNAL 2 ←

674 DO3 SIGNAL

2 ←
2 ←

679 DO8 SIGNAL 2 ←
2 ←

0 ←

← ←

2

128
←

←
←

←

←
←
←

2

0
22

2

635

638
DI8 SIGNAL

128

2

128

←
2

2 ←

0760 ←

100

673 DO2 SIGNAL

2 ←

672 SERVO ON　SIGNAL

62A LEFT SCALE OFF. 0

636
637 CHANGE SIGNAL

2

2

653 DANCER SCALE DP

652

EXT8PIN SIGNAL

DANCER ZERO DP

639

←

←

←

←

←

←

99.9
100

C500PFW C500Wd・Wp C500Di・Do

0005

LA：11
LS：00

0

←

0

90

TP LALS SELECT

578

57A

577 DACH4321 OUTSET [4]

TENSION UNIT SET

番号 名称

DA CH4321 SCALE [4]

579 TP GAIN SWITCH

5A2 DIA AVE. CYCLE

2

128 128

←

2

128
←

2

128

2

2 ← 2
2 ←
2 ←

←

←

128

←

←

1200

←

MIN. DIA SET

CORNAR DIA SET

CORNAR TAP. SET

625
626

RIGHT SCALE DP

LEFT SCALE DP

632 SS SIGNAL

627 RIGHT ZERO OFF.

629 RIGHT SCALE OFF.

DEC. SPEED SIGNAL

RESET SIGNAL

634 INC. SPEED SIGNAL

←2

200.0

300

V/T FS GAIN

DRIVER SCALE

5B1

5A8
5A7

5B3

V/T ZS GAIN5B2

633 INCHING SIGNAL

←

←

DREW SCALE SET

RIGHT ZERO DP

LEFT ZERO DP

←

5B7 LINE STYLE SET

5B4
5B5 SPEED AVE. COUNT

5B6 ACC. DEC. SPEED

MAX LINE SPEED

2 ←

10 ←
5.0
0 0

←128

←
←

←

5000

0
175

628 LEFT ZERO OFF.

100.0

10.0
10.0

←

←

10

624

5B8
623

LINE PULSE

128

1
1

100.0
70.0

PA GAIN SET

PB GAIN SET

175
175

100.0
200.0
10

10.0

1200

0

5.0

2

0
←

100

←

←

←

←5000

←

←

0

175
←

←

100 100

2
2

300

10.0

0

128

2

←

←

2
2

← ←
←

128
←

2

←
←

←

←

90

0

100.0

10
1

10
1 ←

10

←

←
←

C500Ri・Ro

70.0

0 ←

57B
57C 99.999.9

←

←

←

←
←

10

←

←

←

←

←
←

593

5A3 Z SIG COUNT

583

5A4
5A5

5A1

100

←

5A9
5AA MAX DIA TAP. SET

Z SIG CHECK

VALID DIA LEVEL

TP OUT AVE.CYCLE

AVE. CYCLE SET

E/A SCALE SET

DANCER MOVE TIME

5A6 MAX DIA SET

576

←

←
←

10

10
←

10.00 ←

LA：11
LS：00

10
90

0760

←

←
10

←

0

0

メモ

←

←

←

←

10.00 ←

10575
574
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エラーメッセージ 再設定が必要な項目

ERROR 0000 211 212 213 214 215 216 217 311

ERROR 0001 452 461 491 492 531 532 533

312 451

ERROR 0003 548 549 551

536

ERROR 0002 537 538 539 541 542 543 544

556 557 558

545 546

534 535

552 553 554 555

547

ERROR 0004 559

572 57356F 571 574

569

ERROR 0005 56A 56B 56C 56D 56E

563 564 565 566 567 568561 562

ERROR 0006 575 576 577 578 579 57E

ERROR 0007 57F 581 582 583 591 592 593

57A 57B 57C 57D

ERROR 0009 5AE 5AF 5B1

5A3

ERROR 0008 5A4 5A5 5A6 5A7 5A8 5A9 5AA

5B6 5B7 5B8

5AB 5AC

5A1 5A2

5B2 5B3 5B4 5B5

5AD

ERROR 0010 5B9

625 626623 624 627

613

ERROR 0011 614 615 616 621 622

5BC 5BD 5BE 5BF 611 6125BA 5BB

ERROR 0012 628 629 62A 631 632 637

ERROR 0013 638 639 641 642 643 644 651

633 634 635 636

652 653 654

67E 67F

675674

ERROR 0015 676 677 678 679 67A 67B 67C

671 672 673

67D

ERROR 0014 655 661 662 663 664

１０．その他

１０－１．エラー表示

設定は複数のファイルに分かれて記憶されています。

何らかの原因でファイルが消失すると下記メッセージが表示されます。

その場合、右記の各設定項目に値を再設定してください。

再度ファイルが作成されエラーは表示されなくなります。

（１）ファイル間係のエラー表示
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、

取付金具

①電源を落として下さい、通電した状態での交換は非常に危険です。

②裏面の端子台を取り外します

端子台に電線が入線されている物だけを外します。

端子台は分離式になっていますので配線を外すことなく取り外せます。

右上と左下のネジを緩めると端子部分だけが分離します。

③取付金具を外して本体を取り出します

端子台取り外し用ネジ

（１）設定値の扱い

（２）本体を交換する

①コントローラの上面に[SD Memory Card Cover]シートが貼ってある場合
本体を取り外した際にシートを剥がして内部にあるＳＤカードを取り出してください。
設定値は全てＳＤカードに記録されています。
本体を交換しても、ＳＤカードを差し替えれば同じ設定が復活します。

②コントローラの上面に[SD Memory Card Cover]シートが無い場合
ケースを外さないとＳＤカードを抜き差しできません。
本体の取り外しを行った後、ケースも外してＳＤカードを交換します。

③ＣＰＵボードにT-SH2MBを使ったタイプからC5CPUのタイプに交換する場合
ＳＤカードの内容が異なり、単純に入れ替えても動作しません。
設定値を読み出し、「９．設定表」を使って記録します。
本体を交換した後に記録した値をセットし直します。
プログラムのバージョンが違うと新しい設定項が追加されている場合があります。
その際は初期値の値をそのまま使用してください。

１０－２．交換手順

内部回路が故障したような場合には、コントローラの交換が必要になります。

その際の作業手順を説明します。

プログラムがV2.15以前の場合、またはプログラムバージョンを確認できない場合は
SDカードをエイコー測器へご返却ください。プログラムを更新いたします。
※故障品返却時でしたらSDカードは取り外さずに返却していただいて構いません。

プログラムVerは右図のように液晶表示器の
モニタ画面にてご確認いただけます。

プログラムがV2.16以降の場合下記に従ってください。
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（３）ゼロ調整を行う （ＬＡ型ﾃﾝｼｮﾝ検出器の場合のみ必要な作業）

ゼロ粗調整ボリュームの調整が必要です。

パネルの「ＤＳＰキー」でレフト側、ライト側夫々のテンションを表示します。

裏面の粗調整ボリュームを使ってゼロになるよう調整してください。

レフト粗調整
ボリューム

ライト粗調整

ボリューム

裏面
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信号コモン 8

PA-1

PA-2

PB-1

9

制御出力（+側）

制御出力（-側）

PB-2

補助出力（+側）

信号名称 C100PFW

AC

AC

C500 C200PFW

AC

AC

E

電源

電源

1

2

E3アース

リセット信号 13 CT1-6 14

CT1-4 12

減速信号 12 CT1-5 13

増速信号（R：手動） 11

補助出力（-側）

寸動信号(R：ニップ） 10 CT1-3 11

9

C500
-PFW
ﾌﾞﾚｰｷ
出力

4

5

6

7

CT1-2 10

CT1-1

運転信号

ＬＡ型ＴＰレフト側　③黒 17 TN1-6 6

出力固定信号 15 CT1-8 -

軸切替信号 14 CT1-7 15

ＬＡ型ＴＰ　シールド 21 - -

ＬＡ型ＴＰレフト側　②白 20 TN1-5 5

ＬＡ型ＴＰレフト側　①赤 18 TN1-4 4

ＬＡ型ＴＰライト側　①赤 23 TN1-1 1 15

ＬＡ型ＴＰライト側　③黒 22 TN1-3 3 17

ＬＳ型ＴＰレフト側　[A]赤 17 - - -

ＬＡ型ＴＰライト側　②白 25 TN1-2 2 16

ＬＳ型ＴＰレフト側　[D]緑 20 - -

-

ＬＳ型ＴＰレフト側　[C]白 19 - - -

ＬＳ型ＴＰレフト側　[B]黒 18 - -

-

ＬＳ型ＴＰライト側　[B]黒 18 - -

ＬＳ型ＴＰライト側　[A]赤 17 - - -

-

ＬＳ型ＴＰライト側　[D]緑 20 - -

ＬＳ型ＴＰライト側　[C]白 19 - - -

-

テンション電圧出力（-側） 30 PC1-2,TN1-8 8

テンション電圧出力（＋側） 26 (SW2:ON) PC1-1, TN1-7 7 -

-

テンションメータ出力（-側） 30 - 22

テンションメータ出力（＋側） 26 (SW2:OFF) - 21 -

-

電空補助出力（-側） - 20

C500
-Pk
電空
出力

38

39

40

41

電空制御出力（+側） -

電空補助出力（+側） -

18

19

電空制御出力（-側） -

17

-

-

-

4

5

-

-

C20

1

2

3

12

10

11

13, 18

-

-

8

-

6

7

-

-

SC20

1

2

3

4

5

-

-

6

RTCF1

AC

AC

E

-

-

-

-

-

16

17

18,19

20

-

-

9

10

-

-

13

-

-

8

-

CT1-1

CT1-2

CT1-3

CT1-4

-

-

11

12

14

15

-

-

-

-

7

-

-

-

TN1-2

-

TN1-6

TN1-4

TN1-5

-

-

-

-

-

-

-

-

従来機種

C100
-PFW
ﾌﾞﾚｰｷ
出力

17

18

19

20

C100P
-21K
電空
出力

TN1-8

-

-

-

-

-

-

TN1-7

-

-

-

-

TN1-3

TN1-1

65

エンコーダ(OC)　Ａ相

-

- - AO5-1

- AO5-2

- - SN1-1

電圧指令出力（+側） - -C500
-R,D

34

35電圧指令出力（-側） -

-

-

SN1-3

エンコーダ(OC)　0v - - - - SN1-4

エンコーダ(OC)　Ｂ相

- -

- -

-- - - SN1-2

エンコーダ(OC) +12v

- -

C500
-R,D

61

62

63

１０－３．従来機との互換表

（１）端子番号

１０．その他 P61
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-←機能無し
INCHI

0～100%
0～可変

機能無し ←
214

0～100%
0～可変

従来機種

比例成分
531

0～500%
531

0～100%

P.ADJ
0～100%
0～可変

アクセル時積分時間
538

0.1～900sec
538

0.1～100sec
機能無し

微分成分

定常時積分時間
533

0.1～900sec
533

0.1～300sec

ITIME
0～100%

20～400sec

534
0～500%

534
0～100%

D.ADJ
0～100%
0～可変

-

外部メータスケール調整
578

0～10.00v
 　　(1mA)

578
0～10.00v

METER
0～100%

330～980μA

中間停止機能入り切り
564

OFF、ON
564

OFF、ON
564

OFF、ON
MEMORY SW

OFF,ON
機能無し ←

補助出力側電圧
593

0～100%
0～4A

593
0～100%
0～4A

制御出力側電圧
583

0～100%
0～4A

583
0～100%
0～4A

P1GAIN
0～100%
0～4A

OUTPUT
0～100%
0～4A

←

I.ADJ
0～100%

20～200sec

534
0～100%

538
0.1～100sec

←
I.ACC

0～100%
20～200sec

533
0.1～300sec

←

578
0～10.00v

←機能無し

-

機能無し ←

機能無し ← -

CHANG
0～100%
0～可変

216
0～100%
0～可変

216
0～100%
0～可変

CHANG
0～100%
0～可変

中間停止時レベル
214

0～100%
0～可変

214
0～100%
0～可変

MEMO
0～100%
0～可変

寸動レベル
215

0～100%
0～可変

215
0～100%
0～可変

増速信号ＯＮ時の積分時間
543

0.1～900sec
543

0.1～100sec

ACC.T
0～100%

20～120sec

← -軸切替補正レベル

スタートタイマー

312
0～99.9sec

312
0～99.9sec

311
0～99.9sec

START
0～100%
2～10sec

4sec固定 ←

STOP
0～100%
2～10sec

ストップタイマー

311
0～99.9sec

311
0～99.9sec

4sec固定 ←
312

0～99.9sec

531
0～100%

P.ADJ
0～100%
0～可変

←

テーパー量　粗調整 機能無し 機能無し 機能無し
TAPER
0～100%

x1～

減速信号ＯＮ時の積分時間
544

0.1～900sec

← 機能無し

P2GAIN
0～100%
0～4A

機能無し ← -

軸切替レベルのバイアス
555

0～100%
555

0～100%
機能無し ← -

READY
0～100%
0～可変

544
0.1～100sec

DEC.T
0～100%

20～120sec
機能無し ←

枠内の意味

C500、C200、RTCF1

C100PFW、C20、SC20

ボリューム名 設定を行うボリューム名称

設定範囲 ボリューム調整範囲　（左に回し切った位置を０％とする）

物理量 設定に対応した実際の値

設定値の項目番号

設定可能な範囲

物理量で設定しない場合の、設定に対応した実際の値

番号

設定範囲

物理量

信号名称 C500 C200PFW C100PFW C20 SC20 RTCF1

停止レベル
213

0～100%
0～可変

213
0～100%
0～可変

STOP
0～100%
0～可変

STOP
0～100%
0～可変

←
213

0～100%
0～可変

（２）設定器

１０．その他 P62
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・トータル、レフト及びライト側を別々にアナログ出力可能

パワー出力

制御対象

 －１０ｖ～＋１０ｖ（最大１０ｍA）　 パワー出力及び４～２０mA出力と同信号源　ｘ４点

オープンコレクタ　A相・B相・Z相入力　ｘ１点

テンション検出器

・ダンサー位置検出用のポテンショメータからの信号取り込み

・オートアジャスト機能付き

・ダンサー位置をアナログ出力可能

デジタル入力

・ブレーキ・クラッチ・電空変換器を使った巻出・ﾌｨｰﾄﾞ・巻取制御に対応

・フィード部はﾓｰﾀｰを使った制御にも対応

・テンション制御に加えダンサー制御にも対応

・LAとLＳシリーズ、いずれのテンションピックアップも使用可能

・両持両側検出、両持片側検出、単独検出方式に対応

・オートゼロ・オートスケール機能付き

ダンサー
　ポテンショ

オープンコレクタ出力 CW・CCW　各１０ｍA　ｘ１点

電圧AC１００～２４０ｖ、５０／６０Ｈｚ、最大２００VA

０～５０℃

デジタル出力

使用周囲温度

電源

アナログ入力

４～２０mA出力

パルス入力

４～２０mA（最大１０ｖ）　ｘ２点　　

DC24ｖ、１００ｍA、シンク出力　ｘ８点

直流電圧入力：　電圧－１０ｖ～＋１０ｖ（入力インピーダンス　１００KΩ）　ｘ６点

　　　コモン共通、ボリューム用電源有り

制御出力用：０～２４ｖ（最大４A）　補助出力用：０～１２ｖ（最大２A）　ｘ２点　

DC24ｖ、５mＡ、ソース入力　ｘ８点

ラインドライブ A相・B相・Z相入力　ｘ１点

アナログ出力
－１０ｖ～＋１０ｖ（最大１０ｍA）又は－１ｍA～＋１ｍA（最大±１０ｖ）切替　ｘ４点

取付穴寸法（WxH)

質量

寸法（WxHxD） 200 x 160 x 143mm

192 x 152mm

3.5Ｋｇ

パルス出力

回転センサーA軸・B軸入力　ｘ１点

１１．仕様

１１－１．仕様

１１．仕様 P63
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１１－２．外形寸法

１１．仕様 P64
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（１）C500P ・Ｃ５００Ｐｋ・ C500F ・ C500W

１１－３．機種に応じた配線例

１１．仕様 P65
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（２）C500Ri ・ C500Ro

１１．仕様 P66
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従来機種

（３）C500Di ・ C500Do [1]

１１．仕様 P67
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１２．改訂記録

ver1.01 1.05 1.07 1.08 1.10： ・CPUボードに市販のT-SH2MBを使った初期タイプ。

ver2.10： ・CPUﾎﾞｰﾄﾞをT-SH2MBからC5CPUに変更したタイプ。

ver2.14： ・ﾊﾞｰ表示と数値表示に、ｾﾝﾀｰｾﾞﾛによる制御出力と、自動ﾃﾝｼｮﾝ設定値を追加したタイプ。
Ver2.16： ・液晶表示器の生産終息に伴い 旧型液晶と新型液晶をC5CPUのスイッチで選択して使えるタイプ。
Ver2.18： ・巻き出しに使用した場合にﾃｰﾊﾟｰ設定がゼロでなくても影響が無いように改造したタイプ。

・停止ブレーキ電圧を最大の24vに固定する機能も追加している。

１２－１．プログラム変更

１２－３．取扱説明書変更

（１）SM-C500-B 本文中[1]マーク
①調整・運転項目の記述追加
②プログラムVer1.00→Ver1.03改定に伴う変更

（2）SM-C500-C 本文中[2]マーク
①設定値一覧表変更
②”８－５．設定値メモ”の頁 追加
③プログラムVer1.03→Ver1.10 改定に伴う変更

（３）SM-C500-D 本文中[3]マーク
①設定と調整をまとめて ”５．調整”とし、パネル操作を簡単に説明した”７．操作”を設けた。
②運転シーケンス部分に説明追加
③プログラムVer1.10→Ver2.14 改定に伴う変更

（４）SM-C500-Ｅ 本文中[4]マーク
①巻出でアクチェータに電空変換器を使ったものを、機種C500Pkとして明確化
②フィードにデフ駆動方式の構成例を追加した。
③プログラムVer2.14→Ver2.15 改定に伴う変更
④「５．調整」、「１０．異常時の処置」、「１２．改定記録」の内容を補足した。
⑤5-3ﾃﾝｼｮﾝ検出器の調整-(1)設定例で、トータル出力２を削除、テンション出力に変更する

⑥プログラムVer2.17→Ver2.18 改定に伴う変更

⑦東京営業所 移転に伴う住所変更

（５）SM-C500-Ｆ 本文中[5]マーク
①「１０．異常時の処置」を「１０．その他」に変更、「従来機との互換表」を追加
②「３．設置」の（１）をパネルカット寸法・壁面とのスペースに変更、寸法を指定
③「４．配線」の（６）アナログ入力、（９）回転センサー入力を修正
④「５．調整」の５－３．テンション検出器の調整 （１）設定例の単位修正 （２）ゼロ粗調整の＊キー操作追加
⑤「４．配線」にフェライトコア取付の説明を追加
⑥「６．運転」の全般にわたり説明を追加
⑦「４－１．配線内容の説明」でテンション検出器との配線、心線は０．７５ｓｑを使う事を追記

・「４－２．ノイズ対策」で、アース線も電源線と一緒にフェライトコア通すように変更、

及びフェライトコアセットの写真をバリスタを取り付けたタイプに変更

⑧４－２．ノイズ対策にバリスタ取り付けの記述追加

⑨４－２．ノイズ対策にモータ指令とエンコーダ信号を使う場合のフェライトコアの使用方法を追記

⑩「６－４．巻取り C500W、C500Wd、C500Wp」の（４）電流テーパ方式に詳細説明を追加

⑪「５－１２．電空変換器への指令 」の項を追加

⑫「５－４．ブレーキ・クラッチ負荷容量の測定」に設定が不要な機種の説明を追記

⑬改訂記録整理

⑭「５－１．パネルの操作方法」の（３）設定値変更方法に ２飛び異常の対処方法を追記、

パネルからの操作によって変化する項目の登録方法を（４）として分けた。[-F5]

⑮「７－１．パネル面の説明」に「C500Rio C500Dioは制御出力の入り切りができません。」の文言追記 [-F6]

１２－２．ハードウエア変更
①中板を樹脂製スペーサでケースから浮かせる ・・・裏パネルに白色丸シール貼付で識別
②外付けノイズフィルタを裏パネルに取り付け ・・・外観にて識別
③ユニット内にフェライトコアを組込み ・・・裏パネルに緑色丸シール貼付で識別
④端子台基板にバリスタを追加 ・・・裏パネルに赤色丸シール貼付で識別

１２．改訂記録 P68
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⑯「２－１．構成例と機種」に「機種の設定、変更は [５６７] SECTION MODE にて設定してください。」の

文言追記 [-F7]

⑰「５．調整」の５－３．テンション検出器の調整 （４）スケール調整

「丈夫なテープ又はロープ」の後に「（伸縮性の小さなもの）」の文言追記 [-F7]

⑱「７－１．パネル面の説明」パネルの絵を修正[-F8]

⑲「１０－２．交換手順」（１）設定値の扱い

プログラムバージョンによりSDカードの取り扱い変更[-F9]

１２．改訂記録 P69


